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　𠮷田病院の藤井総師長による「地域包括ケア
病棟」と岡本認知症認定看護師による「認知症
について」ご講演いただきました。どちらも
『自分らしく生きるために』を考える内容でし
た。

地域包括ケア病棟
　日本は65歳以上の人口が現在3500万人を超え
ており、2042年には約3900万人以上になると予
想され75歳以上の人口は増加し続けると言われ
ています。
　𠮷田病院は必要とする人にはお金のあるなし
で差別されることのない心と身体を総合する医
療と福祉を、適切且つ安全に提供できる医療機

関でありたいと考えています。
　地域包括ケア病棟は、急性期病棟での治療
後、すぐに退院するのが不安な方が入院療養や
リハビリを続けながら自宅へ帰る準備をする病
棟です。入院期間の限度は最長60日です。

地域で支えあう認知症予防
　認知症の基礎疾患の内訳、健常な状態と認知
症の中間の状態であるMCI（軽度認知障害）に
ついて、自分は認知症なのか？加齢によるもの
忘れなのか？などが紹介されました。
　認知症予防の５つのポイントは①週３回以上
の運動習慣②バランスのよい食事③良質な睡眠
④社会活動や交流の場への参加⑤認知トレーニ
ングの実施です。

　友の会活動に参加され
ることは認知症予防につ
ながります。また、気軽
にできるものから始め、
楽しみながら続けること
が大切です。
　まずはかかりつけ医ま
たはソーシャルワーカー
にご相談ください。𠮷田病院では患者の状況に
合わせたサポート体制を整えています。
　地域や友の会各支部でも医療講演会等の開催
希望がございましたらお受けいたします。その
他でも気になることや聞いてみたい内容がござ
いましたら友の会事務局、平和会の診療所へお
問い合わせください。

第２部　医療講演会

2023年度決算＆ 2024年度予算
	 （2024年4月1日～2025年3月31日）

収
入
の
部

項　目 2023年度決算 2024年度予算 内　容
前期繰越金 1,379,481 931,431
会費 5,749,500 6,333,000 6333口

会
費
内
訳

吉田病院支部 2,258,000 2,640,000 2640口
あやめ池
診療所支部 683,000 720,000 720口

とみお
診療所支部 626,500 666,000 666口

ならやま
診療所支部 821,000 850,000 850口

夕陽ヶ丘
診療所支部 579,000 667,000 667口

生駒支部 782,000 790,000 790口
雑収入 10 348,400 利息、物販
収入合計 7,128,991 7,612,831

支
出
の
部

項　目 2023年度予算 2024年度予算 内　容

機関紙費 1,587,840 1,600,000
「友の会だより」印刷、
資料誌代、
図書カード

交通費 89,660 80,000
会議費 57,340 60,000 会議出席

事務消耗品費 361,826 320,000 印刷機マスター、
インク、用紙等

活動費 308,653 500,000 健康チャレンジ、
交流集会参加費用

慶弔・交際費 10,000 30,000 健康まつり協賛金等

通信費 86,737 50,000 資料郵送代、切手、
ネット通信費

リース料 80,388 80,388 印刷機リース料、
年間保守料

雑費 165,416 162,268 振込手数料、
交流集会物品

小計 2,747,860 2,882,656
支部還元金 3,449,700 3,799,800

支
部
還
元
金
内
訳

吉田病院支部 1,354,800 1,584,000 会費の60％
あやめ池
診療所支部 409,800 432,000 会費の60％

とみお
診療所支部 375,900 399,600 会費の60％

ならやま
診療所支部 492,600 510,000 会費の60％

夕陽ヶ丘
診療所支部 347,400 400,200 会費の60％

生駒支部 469,200 474,000 会費の60％
支出合計 6,197,560 6,682,456

予備費（次期繰越金） 931,431 930,375
合計 7,128,991 7,612,831

単位（円）

支え合い、つながり広げ支え合い、つながり広げ
地域地域ににねざした仲間づくりねざした仲間づくりをを

講演する岡本看護師

新たに事務局長として　　　
井上正明氏が選出されました

　

世
界
中
で
戦
禍
や
災
害

に
よ
る
市
民
の
犠
牲
が
続

き
平
和
と
人
権
保
障
を
求

め
る
世
論
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
平
和
会
健

康
友
の
会
は
、
平
和
会
や

地
域
の
諸
団
体
と
協
力
し

公
正
で
平
和
な
社
会
の
構

築
と
社
会
保
障
の
充
実
を

求
め
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

２
０
２
３
年
度
は
再
生

と
試
行
錯
誤
の
１
年
で
し

た
。
サ
ー
ク
ル
や
班
、
サ

ロ
ン
活
動
が
戻
り
、
健
康

づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
、
地
域
交
流
な
ど
が

再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
会
員
ど

う
し
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
や
対
話
・
交
流
す
る
こ

と
の
喜
び
、
生
き
が
い
や

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
友

の
会
活
動
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
の
意
義
に
確
信
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
友
の
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
「
地
域
か
ら
取
り

残
さ
れ
る
人
々
を
生
ま
な

い
」た
め
に
、様
々
な
実
践

の
中
で
会
員
ど
う
し
が
協

力
し
合
い
、「
人
権
・
平
和

と
健
康
の
輪
」
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
３
年
度
ふ
り
か
え
り

❖�

「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ

ッ
ク
」、「
健
康
班
会
」、

「
健
康
講
座
」
な
ど
を

積
極
的
に
開
き
ま
す
。

❖�

平
和
会
と
と
も
に
「
健

康
運
動
教
室
」
に
参
加

し
地
域
の
健
康
づ
く
り

を
す
す
め
ま
す
。

❖�

「
第
16
回
全
日
本
民
医

連
共
同
組
織
活
動
交
流

集
会
㏌
岡
山
」
へ
参
加

連
帯
し
ま
す
。

❖�

憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、

社
会
保
障
の
充
実
、
格

差
と
貧
困
、
高
齢
者
支

援
等
の
問
題
に
と
り
く

み
ま
す
。

❖�

「
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
す
す
め
ま
す
。

１
．�地
域
に
ね
ざ
し
、
つ
な
が
り
を�

大
切
に
し
た
活
動
や
仲
間
づ
く
り

を
す
す
め
ま
し
ょ
う

２
．�

地
域
の
人
々
の
健
康
づ
く
り
を�

法
人
・
他
団
体
と
の
協
力
・
共
同

で
す
す
め
ま
す

３
．�

平
和
・
人
権
・
環
境
・
社
会
保
障
・

ま
ち
づ
く
り
の
運
動
を
平
和
会
や

地
域
と
共
に
す
す
め
ま
す

２
０
２
４
年
度
活
動
重
点
目
標

❖�

新
し
い
班
や
サ
ー
ク

ル
、
居
場
所
づ
く
り
を

す
す
め
、
会
員
ど
う
し

の
支
え
合
い
、
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
ま
す
。

❖�

仲
間
増
や
し
年
間
４
０

０
世
帯
（
１
万
１
５
０

０
世
帯
）
を
や
り
と
げ

ま
し
ょ
う
。

❖�

地
域
の
困
難
に
目
を
向

け
る
活
動
、
地
域
の
要

求
を
集
め
る
活
動
、
見

守
り
活
動
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

平和会健康友の会総会
5月28日　第１部　議事



（２）平和会健康友の会「友の会だより」 No.21５2024年７月１日

祝
園
分
屯
地
が
何
故
問
題
な
の
か

祝
園
分
屯
地
が
何
故
問
題
な
の
か

祝
園
分
屯
地
の
戦
後
と
そ
の
後
の
状
況
、

祝
園
分
屯
地
の
戦
後
と
そ
の
後
の
状
況
、

町
民
の
闘
い
の
成
果

町
民
の
闘
い
の
成
果

現
在
の
祝
園
分
屯
地
周
辺
の
状
況
は

現
在
の
祝
園
分
屯
地
周
辺
の
状
況
は

何
故
こ
こ
に
祝
園
分
屯
地（
弾
薬
庫
）が

何
故
こ
こ
に
祝
園
分
屯
地（
弾
薬
庫
）が

で
き
た
か
？

で
き
た
か
？

帰
っ
て
き
た

私
た
ち
の
居
場
所

　

「
う
ま
っ
！
」「
こ
の
ハ
ン

バ
ー
グ
、
美
味
し
い
ね
」「
優

し
い
味
や
ね
」

　

メ
ニ
ュ
ー
は
鶏
ミ
ン
チ
と
豆

腐
の
和
風
ハ
ン
バ
ー
グ
、
副
菜

は
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
・
キ
ャ
ベ
ツ

の
胡
麻
和
え
・
煮
物
少
し
、
そ

し
て
ご
飯
と
み
そ
汁
で
す
。

　

食
事
中
は
お
し
ゃ
べ
り
控
え

め
だ
け
ど
、
笑
顔
は
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
〝
す
ま
い
る

ラ
ン
チ
〟
が
４
年
４
カ
月
ぶ
り

に
再
開
し
ま
し
た
。
調
理
班

は
、
は
じ
め
は
戸
惑
い
も
あ
り

ま
し
た
が
主
婦
力
発
揮
、
徐
々

に
勘
を
取
り
戻
し
12
時
過
ぎ
に

は
「
い
た
だ
き
ま
す
」
と
な
り

ま
し
た
。

　

ご
は
ん
の
後
は
い
つ
も
の
お

楽
し
み
時
間
で
す
。「
み
な
さ

ん
、
さ
ぁ
今
か
ら
お
仕
事
で
す

よ
ぉ
」
の
声
掛
け
で
お
り
が
み

〝
あ
じ
さ
い
〟
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

「
簡
単
な
の
で
花
び
ら
５
枚

と
葉
っ
ぱ
１
枚
は
頑
張
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。
足
り
な
い
分
は
完

成
し
た
も
の
を
配
り
ま
す
。
自

分
で
で
き
る
方
は
全
部
作
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
説
明
が
あ
り
、

大
き
な
紙
で
の
折
り
方
を
見
な

が
ら
、
隣
同
士
助
け
合
い
教
え

あ
い
、
黙
々
と
折
っ
て
い
き
ま

し
た
。
Ａ
４
の
紙
に
〝
あ
じ
さ

い
〟
を
完
成
さ
せ
、
額
縁
代
わ

り
の
画
用
紙
に
貼
っ
て
仕
上
げ

ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
の〝
あ
じ
さ

い
〟が
完
成
し
ま
し
た
。参
加
者

12
名
の
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

とみお　とみお　

　

奈
良
市
に
隣
接
し
て
い
る
精
華
町
に
、
陸
上
自
衛
隊
の

祝
園
分
屯
地
が
あ
り
ま
す
。
規
模
は
、
４
７
０
ha
と
精
華

町
の
面
積
の
６
分
の
１
を
占
め
て
い
ま
す
。
６
分
の
１
と

い
う
割
合
は
、
滋
賀
県
に
お
け
る
琵
琶
湖
の
大
き
さ
に
匹

敵
す
る
も
の
で
す
。

　

１
９
３
９
年
３
月
１
日
に

枚
方
市
禁
野
火
薬
庫
が
大
爆

発
を
起
こ
し
、
半
径
２
㎞
に

も
被
害
が
及
び
ま
し
た
。
今

の
精
華
町
の
全
域
に
相
当
す

る
も
の
で
す
。
死
者
は
94

名
、
負
傷
者
６
０
２
名
、
家

屋
の
全
半
壊
８
２
１
戸
、
被

災
は
４
４
２
５
世
帯
、
８
３

０
０
名
に
も
。

　

陸
軍
は
、
こ
の
火
薬
庫
の

代
替
地
と
し
て
選
定
し
ま
し

　

こ
の
分
屯
地
の
位
置
は
、

別
図
の
と
お
り
非
常
に
近
接

し
て
い
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
お
い
て
ミ
サ
イ
ル
の
爆
発

に
よ
る
影
響
範
囲
は
半
径
10

㎞
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
れ
ほ
ど
か
想
像
が
つ

く
と
思
い
ま
す
。

た
。
当
時
は
ま
だ
山
村
地
帯

で
、
か
つ
大
阪
砲
兵
工
廠
や

宇
治
火
薬
製
造
所
等
と
国
鉄

で
結
ぶ
こ
と
が
可
能
だ
っ
た

の
で
す
。

　

生
駒
市
の
生
活
保
護
廃

止
、
申
請
却
下
処
分
は
違
法

と
し
て
、
２
０
２
１
年
に
生

駒
市
を
相
手
取
り
損
害
賠
償

請
求
し
た
裁
判
の
判
決
が
奈

良
地
裁
で
あ
り
ま
し
た
。
判

決
に
よ
る
と
、
母
親
が
原
告

を
引
き
取
っ
て
扶
養
で
き
る

と
し
て
生
活
保
護
の
支
給
を

打
ち
切
り
、
そ
の
後
原
告
が

改
め
て
保
護
申
請
を
行
い
ま

し
た
が
市
は
繰
り
返
し
却
下

し
ま
し
た
。
地
裁
は
、
被
告

・
生
駒
市
が
原
告
に
対
し
て

行
っ
た
３
つ
の
処
分
す
べ
て

違
法
と
認
め
、
原
告
に
対
し

慰
謝
料
を
支
払
う
よ
う

命
じ
ま
し
た
。
生
き
る

こ
と
を
役
所
が
保
障
し

な
い
、
と
い
う
態
度
を

示
し
た
こ
と
で
精
神
的

損
害
を
受
け
た
こ
と
に

つ
い
て
、
金
銭
補
償
を

認
め
た
も
の
で
す
。

　

判
決
で
は
、「
扶
養

は
金
銭
的
扶
養
が
原
則

で
あ
り
、
引
取
扶
養
は
当
事

者
間
の
合
意
を
前
提
と
し
た

例
外
的
な
扶
養
の
方
法
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
原
告
代
理

人
弁
護
士
は
、「
家
庭
、
人
そ

れ
ぞ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

が
あ
り
、
各
個
人
に
は
居
住

・
移
転
の
自
由
が
保
障
さ
れ

て
い
る
。
同
居
を
強
制
し
て

は
い
け
な
い
」
と
コ
メ
ン
ト

し
ま
し
た
。
家
族
と
い
っ
て

も
人
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

存
在
で
あ
り
、
誰
か
に
強
制

さ
れ
ず
に
自
分
の
人
生
を
生

き
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ

が
成
熟
し
た
社
会
だ
と
考
え

ま
す
。

　

判
決
当
日
に
生
駒
市
長
は

判
決
内
容
は
妥
当
と
受
け
止

め
、
控
訴
し
な
い
こ
と
を
表

明
し
ま
し
た
。

ず
、
今
回
、
防
衛
省
は
事
前

協
議
や
地
元
説
明
会
も
な
し

に
整
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。

　

そ
の
上
、
陸
自
と
海
自
の

共
同
使
用
と
い
う
こ
と
で
、

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
保
管
も

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
人
道
法
の
「
軍
民
分

離
の
原
則
」
に
反
す
る
も
の

で
す
。
非
常
に
危
険
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
こ
の

問
題
に
関
心
を
も
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

戦
後
１
９
４
５
年
～
１
９

６
０
年
ま
で
、
分
屯
地
は

分
屯
地
は
米

軍
の
管
理
下
に
お
か
れ
ま
し

た
。

　

１
９
５
８
年
に
米
軍
か
ら

日
本
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
が

決
ま
り
、
町
民
・
町
・
議
会

が
一
体
と
な
っ
て
返
還
闘
争

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
そ
の

町
民
あ
げ
て
の
闘
い
の
中

で
、
23
項
目
に
及
ぶ
『
確
認

書
』
が
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

『
確
認
書
』
は
、
当
時
の

精
華
町
長
、
防
衛
庁
大
阪
施

設
部
長
、
陸
上
自
衛
隊
中
部

方
面
幕
僚
長
の
３
名
の
記
名

・
押
印
が
あ
り
、
割
り
印
も

つ
い
た
当
に
公
式
文
書
で

す
。

　

１
９
８
７
年
６
月
に
施
行

と
な
っ
た
関
西
文

化
学
術
研
究
都
市

建
設
促
進
法
に
位

置
づ
け
ら
れ
、
分

屯
地
の
置
か
れ
た

状
況
は
様
変
わ
り

し
、
住
宅
地
や
文

化
・
学
術
・
研
究
施
設
、
商

業
施
設
等
が
立
地
し
ま
し

た
。

　

学
研
都
市
の
対
象
地
は
、

１
万
５
４
１
２
ha
、
域
内
人

口
は
25
・
４
万
人
（
２
０
２

４
年
４
月
）
に
も
な
り
ま

す
。

　

政
府
が
閣
議
決

定
し
た
安
保
３
文

書
に
基
づ
い
て
基

地
強
靭
化
の
予
算

を
付
け
、
本
年
度

か
ら
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し

た
。
前
記
『
確
認

書
』
で
、
弾
薬
の

貯
蔵
量
を
増
加
す

る
場
合
等
は
事
前

協
議
す
る
こ
と
が

約
束
さ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら

どうなる？みんなの暮らし

生活保護行政の改善を求めて その ②

生
駒
市
引
き
取
り
扶
養
裁
判

2024年
５月30日

勝訴
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生駒市

大和西大寺
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73　�冤罪の根絶を願って

ご
相
談
下
さ
い
！

お
気
軽
に

奈良合同法律事務所奈良合同法律事務所
☎0742－26－2457☎0742－26－2457

法 律 相 談
身 近 な

弁護士　佐藤 真理

No.215 2024年７月１日

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
播
磨
の
国
。
現

在
完
璧
に
残
っ
て
い
る
風
土
記
は
播

磨
国
風
土
記
と
出
雲
風
土
記
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
風
土
記
に
私
の

生
ま
れ
育
っ
た
網
干
（
姫
路
市
）
の

記
載
が
な
い
。
司
馬
遼
太
郎
の
「
街

道
を
行
く
」
で
も
近
く
の
室
津
港
の

記
述
は
あ
る
が
我
が
町
は
素
通
り
し

て
い
る
。
し
か
し
、
故
郷
は
漁
港
と

し
て
栄
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
寺
院

が
多
い
。
網
干
三
大
偉
人
の
一
人
で

あ
る
盤
珪
（
ば
ん
け
い
）
禅
師
、
地

元
で
は
盤
珪
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
江
戸
時
代
に
「
不
生
禅
」
を
唱

え
、
禅
宗
を
広
め
国
師
に
ま
で
上
り

詰
め
た
。
地
元
の
龍
門
寺
の
ほ
か
末

寺
を
建
て
た
が
、
残
念
な
が
ら
書
き

物
と
し
て
残
さ
ず
時
代
の
流
れ
と
と

も
に
衰
退
し
た
。
私
の
「
不
生
禅
」

の
解
釈
は
「
人
は
生
ま
れ

な
が
ら
仏
心
を
持
っ
て
い

る
。
故
に
形
だ
け
の
座
禅

修
行
は
必
要
が
な
い
」
と

の
性
善
説
の
宗
派
で
あ

る
。

　

近
代
に
な
っ
て
も
不
生

禅
の
研
究
者
は
少
な
く
な

く
、
鈴
木
大
拙
や
河
野
太

通
老
師
（
龍
門
寺
前
住
職

・
元
花
園
大
学
長
・
全
国

仏
教
界
会
長
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
こ
の
河
野
太
通
さ

ん
は
不
戦
を
誓
い
南
方
の

遺
骨
収
集
を
行
っ
て
い
る

稀
有
の
人
物
。
寺
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
私
の
書
い
た
一
文
が
残

っ
て
い
る
の
を
思
い
出
し
た
。

　

町
は
昔
の
漁
港
の
匂
い
が
残
っ
て

お
り
、
気
質
と
言
葉
が
荒
い
。
魚
吹

八
幡
神
社
の
秋
祭
り
は
だ
ん
じ
り
、

屋
台
、
ち
ょ
う
ち
ん
練
り
が
出
さ

れ
、
酒
の
勢
い
も
あ
り
、
け
ん
か
ご

し
の
熱
気
で
け
が
人
も
出
る
。
し
か

し
、
子
ど
も
時
分
「
祭
り
が
始
ま
る

触
れ
太
鼓
」
が
通
る
と
胸
を
と
き
め

か
し
た
も
の
だ
。

　

し
か
し
、
地
元
の
人
達
は
荒
い
言

葉
に
反
し
、
心
根
は
や
さ
し
く
好
人

物
が
多
い
。
こ
の
や
さ
し
さ
が
80
歳

を
超
え
て
も
毎
週
リ
モ
ー
ト
で
田
舎

の
友
人
と
会
話
し
、
老
い
の
寂
し
さ

を
慰
め
あ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
現
れ

て
い
る
。

�

（
中
村　

康
郎
）

スターマークは甘さの印
　トマトはカロテノイド系の赤色色素のリコピンを豊富に含んでいます。
　リコピンは高い抗酸化作用があり、身体全体や肌の老化、動脈硬化、高
血圧などの予防に効果があります。
　また、トマトはうま味成分のグルタミン酸も多く含んでいます。イノシ
ン酸を豊富に含むかつお出汁と組み合わせることでうま味の相乗効果が期
待できます。
　トマトのお尻の部分から放射状に白い筋が浮かび上がっているのを見か
けたことはありますか？　この線は維管束という養分が通る管でトマトの
成長に合わせて養分を運びます。
　養分がいきわたり完熟したトマトに見られるの
で、濃く大きく均等に伸びていることが甘く成熟
したトマトの印です。この印をスターマークと言
います。スターマークをチェックして甘いトマト
を選んでみてください。
� （栄養科　管理栄養士　田中洋子）

トマト�  ４個
　白だし�  大さじ２
　醤油�  小さじ１
　水�  200ml
大葉�  ４枚
かつお節�  少々

①�トマトはヘタをくりぬき、十
字に切り目を入れる。
②�沸騰したお湯に20秒ほどい
れ皮がめくれてきたら取り出
し氷水で冷やす。
③�Ⓐを鍋でひと煮たちさせ保存
容器かチャック付き保存袋に
入れる。
④�保存容器に湯むきしたトマト
を入れ、冷蔵庫で３時間から
一晩ほど漬ける。
⑤�食べるときに大葉とかつお節
を飾る。

トマトのだし漬け

《１人分　37Kcal　塩分 0.9g》

今月の

一品料理

128

作り方材料（４人分）

⎧⎜⎨⎜⎩
Ⓐ

　1966年に静岡県清水市で味噌製

造会社の専務一家４人が殺害さ

れ、集金袋が強奪され、家屋が放

火された強盗殺人・放火事件（い

わゆる袴田事件）で、元プロボク

サーの袴田巌さんが逮捕・起訴さ

れ、死刑判決を受けて半世紀近く

「死刑囚」として拘禁されまし

た。10年前に釈放された後も、袴

田さんは妄想・幻覚等の深刻な

「拘禁症状」に苦しんでいます。

　５月に静岡地裁で「再審」＝裁

判のやり直し公判が結審し、検察

は再び死刑を求刑しましたが、９

月26日の判決公判では無罪が宣告

されることは確実です。袴田さん

は88歳、姉の袴田ひで子さんは91

歳です。お二人の笑顔を是非とも

拝見したいです。

　「百人の犯罪者を逃すとも、一

人の無
む

辜
こ

（無実の人）を罰せず」

との法
ほう

諺
げん

がありますが、冤罪事件

は後を断ちません。刑事裁判の死

刑確定後の再審で無罪となり、死

刑台から生還した人が４人もいま

す。免田事件の免田栄さん、財田

川事件の谷口繁義さん、松山事件

の斎藤幸夫さん、島田事件の赤堀

政夫さんの４人です。これらの事

件では警察官による嘘の自白の強

要、検察官による証拠隠しが冤罪

を作り出しました。

　冤罪は、戦争とともに、最大の

人権侵害といわれます。刑事訴訟

法の再審規定はきわめて不十分で

す。再審無罪判決に対する検察官

による抗告（不服申立）を許さな

いこと、捜査機関が所持する証拠

を全面開示すること制度化する法

改正が焦眉の課題です。

　死刑制度というもの自体につい

ても、本気で考える必要があると

思います。今世界的には 死刑制

度を廃止した国と死刑執行を停止

している国が７割以上にのぼって

います。人権尊重の日本国憲法や

国際人権規約に照らし、死刑廃止

の方向を目指すことが必要ではな

いでしょうか。

漁船が並ぶ室津港

第�

回

漁
港
と
寺
院
の
国
播
磨

�

荒
い
言
葉
と
心
や
さ
し
い
人
々
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楠
若
葉
階
の
上
蓮
台
寺

夜
濯
ぎ
や
久
留
米
絣
の
も
ん
ぺ
干
す

夏
制
服
少
し
眠
た
げ
中
一
生

�

恒
子

五
十
路
入
る
教
え
子
た
ち
と
春
の
宴

窯
跡
工
人
見
た
ら
し
あ
や
め
花

散
歩
道
蛙
の
初
音
姿
追
い

�

旭

葉
桜
や
参
詣
人
は
団
子
食
う

孫
か
し
ら
藁
葺
屋
根
に
鯉
幟

武
者
人
形
畳
一
枚
占
領
す

�

茂

No.21５2024年７月１日

214号の問題で、解答欄Ｊが
抜けており、ヨコのカギ⑯
の単位が間違っていました。
誤：1000km　正：1000kg

解答にかかわる部分に間違いが
ありましたこと、心よりお詫び
申し上げます。

　

エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
に
は
、
カ
フ
ェ
イ

ン
、
タ
ウ
リ
ン
、
グ
ル
ク
ロ
ノ
ラ
ク
ト
ン
、

ガ
ラ
ナ
、
ビ
タ
ミ
ン
な
ど
が
添
加
さ
れ
て
お

り
、
活
力
増
強
や
眠
気
覚
ま
し
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
目
的
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
薬
品
や
、
医
薬
部
外
品
で
あ
る
栄
養
ド

リ
ン
ク
と
違
い
、
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
は
食

品
な
の
で
、
医
薬
品
の
よ
う
な
効
果
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。

　

近
年
、
若
い

世
代
を
中
心
に

人
気
が
あ
る
エ

ナ
ジ
ー
ド
リ
ン

ク
は
、
含
有
成
分
の
過
剰
摂
取
が
原
因
と
思

わ
れ
る
健
康
被
害

が
多
数
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

飲
み
す
ぎ
る

と
、
カ
フ
ェ
イ
ン

に
よ
っ
て
、
中
枢

神
経
が
刺
激
さ

れ
、
め
ま
い
や
、
心
拍
数
の
増
加
、
血
圧
上

昇
、
興
奮
、
不
安
、
震
え
、
不
眠
、
下
痢
、

嘔
吐
な
ど
を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
砂
糖
や
糖
類
を
た
く
さ
ん
含
む
も
の
も

多
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
を
利
用
す
る
際
は
、

製
品
の
表
記
を
良
く
読
み
、
他
の
カ
フ
ェ
イ

ン
含
有
製
品
と
併
用
し
な
い
こ
と
、
一
日
に

何
本
も
飲
ま
な

い
、
カ
フ
ェ
イ

ン
と
併
用
を
避

け
る
医
薬
品
も

あ
る
た
め
、
服

用
中
の
場
合
は
注
意
す
る
こ
と
、
小
児
・
妊

婦
・
授
乳
婦
・
カ
フ
ェ
イ
ン
に
敏
感
な
人

は
、
摂
取
を
控
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

短
期
間
で
の
多
量
摂
取
や
、
医
薬
品
や
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
と
の
併
用
は
さ
け
、
体
調
に

異
変
を
感
じ
た
ら
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

クロスワードパズル

答　

え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F G H

I J K L M N O P

カギを解き、アルファベッ
ト順に並べて出来る言葉を
答えましょう

タテのカギ

①氷を砕き割る。○○船
②�漢字の左の部分で冷は
「にすい」、湖は？
③打率は３割３分３○○
④鳴門の○○は大迫力
⑤視聴嗅味触の感覚
⑥後悔。○○が残る
⑧グーが石ならパーは？
⑪夜間学校の略
⑬紺の○○着て就職活動
⑭熟しすぎること
⑮総合的。○○に考える
⑯�宮中に奉仕する女。三人
○○
⑰家畜等を育てる
⑱連盟・連合などの略
⑲○○の穴に糸を通す
⑳○○の木阿弥

ヨコのカギ

①♪○○の葉さらさら
③大相撲を○○国技館で
⑦簡単に言えばハンコ
⑨図で説明すること
⑩ゆがみ
⑪大きな望み。○○家
⑫飲みすぎて○○が回る
⑬化粧していない状態
⑮おしゃべり。○○番組
⑯ひま。忙中○○あり
⑰ふとんなどの敷布
⑱○○でチンして温める
⑲歯の痛み
⑳三人寄れば○○の知恵
㉑人を募集すること
㉒○○に目がくらむ

※友の会財政は皆さまの年会費で支えられています。当選
は年会費納入済みの方に限らせていただいております。

　はがきに、①答え②氏名③年
齢④郵便番号⑤住所⑥電話番号

⑦紙面への感想などを書いて、《〒631－0818　
奈良市西大寺赤田町１の７の１　𠮷田病院内
「平和会健康友の会クイズ係」》へお送りくだ
さい。締め切りは８月10日必着。正解者抽選の
うえ、当選者10名の方に図書カード（500円）
を贈ります。214号の答えは「イソゲノトノフ
ツコウ」でした。解答は49通、正解は49通でし
た。今回はＪ欄が抜けていたため、Ｉ欄まで合
っている方は正解とさせていただきました。抽
選の結果、当選者は次の方々です。�（敬称略）
　◎奈良市四条大路� 林　　賢一
　◎奈良市若葉台� 斎藤　牧江
　◎奈良市山陵町� 木下　容子
　◎奈良市あやめ池南� 馬場ひとみ
　◎奈良市鳥見町� 桂　　　顕
　◎天理市守目堂町� 坂本　摂子
　◎生駒郡平群町� 岩﨑　　誠
　◎奈良市あやめ池南� 厳樫　　茂
　◎奈良市青野町� 仲井美恵子
　◎生駒市白庭台� 村島　陽子

《応募方法》

　

天
理
市
守
目
堂
町

�

　
坂
本
　
摂
子

　

「
友
の
会
だ
よ
り
」
い
つ
も

楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
頃
は
郵
便
を
出
す
人
も
少
な

く
な
っ
て
い
る
み
た
い
で
す

が
、
私
は
ハ
ガ
キ
や
手
紙
が
す

き
。「
友
の
会
だ
よ
り
」
も
友

達
か
ら
届
い
た
も
の
の
よ
う
に

感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
の

ハ
ガ
キ
は
「
返
事
」
を
書
い
て

い
る
気
分
で
す
。

　
奈
良
市
法
蓮
町�

�

　
髙
橋
　
嘉
子

　

ク
ロ
モ
ジ
っ
て
「
菓
子
用
爪

楊
枝
」
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。「
ク
ロ
モ
ジ
の
ど
あ
め
」

ど
こ
に
売
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
ね
。

　
生
駒
市
小
明
町

�

藤
　
一
男

　

最
近
は
ホ
タ
ル
を
見
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
「
友

の
会
だ
よ
り
」
に
あ
っ
た
「
13

年
目
の
風
物
詩
」。
三
輪
神
社

の
ホ
タ
ル
を
家
族
で
見
に
行
き

ま
す
。
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　
生
駒
郡
平
群
町

�

西
岡
　
純
代

　

糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
の
リ
ス

ク
を
低
減
す
る
よ
う
な
レ
シ
ピ

を
も
っ
と
載
せ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
生
駒
郡
三
郷
町

�

松
本
　
悦
子

　

何
を
す
る
に
も
良
い
季
節
の

は
ず
が
急
に
寒
く
な
っ
た
り
、

朝
と
日
中
の
寒
暖
差
、
そ
し
て

野
菜
の
高
値
！
公
共
料
金
の
値

上
げ
な
ど
、
落
ち
着
か
な
い
日

々
が
続
い
て
い
て
こ
の
先
ど
う

な
る
の
か
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。

な
ら
や
ま
診
療
所
支
部
　
俳
句
の
会

な
ら
や
ま
診
療
所
支
部
　
俳
句
の
会

あしび
薬局
155

エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク
の

飲
み
す
ぎ
に
注
意
　
　

　渓流釣りを始めて50年になります。
二十代の終わりのことで、きっかけは
仕事で頭を打つ年代に入り悩みが生じ
たことに。なぜ渓流釣りかと言えば、
道具の仕掛けが簡単で、道具は竿と魚
籠と胴長くらい、餌もイクラかミミズ
で、他の趣味に比べても安上がりでし
た。当時私は大阪郊外の枚方市に住ん
でいて、行く先は京都北山の上桂川。
電車とバスを乗り継いで２時間、そこ
の民宿を定宿にして、釣り好きの主人
に何かと教えてもらいました。主人は
４㍍ほどの粗末な竹竿で、瀬を斜めに
流しながら「誘い釣り」をやる名人
で、ここのアマゴは北山地域の「品評
会」でも一等が取れる品質だと言って
自慢するほど色が良いアマゴが釣れる
ところでした。実際は味にうるさい京
都の旦那衆が決めていたのでしょう。
　京都のほか、奈良の吉野の川上村の
本流（アマゴ銀座）にも通い、四十代
までに長野県以西の主要河川は九州を
除き釣行しました。
　始めて２年ほどしたころには道具に

凝り始め、銘の入っ
た竹竿が欲しくな
り、当時関東竿を扱
っていた天満橋の老
舗釣具店に行き、亡
くなった店主に代わ
り店を守っていた女
主人に竹竿について
教えてもらい、１年
で３本の竿を買いま
した。１本は当時の
値段で３万5000円し
た３間竿（5.4㍍）
で銘は「松波旭信」、
当時の私の給料の
1.5倍するものでしたが、高度成長は
中小企業労働者にも月３万円賃上げが
翌年には見通せたせいです。
　ただ、その後、より軽いカーボン竿
が普及し、竹竿は出場所を失い、北山
の定宿の主人に「これだけの竿を持っ
てくる釣り師はほかにない」という評
が残るのみ。３本のうち１本は世話に
なった友人の釣り師に「嫁」に出し
（心込めて進呈）、買い足した無銘の
竿とともに、書斎の壁で釣り師を見下
ろしています。「老境に入ったら上質
の和竿でゆったりと里川で魚を釣るの
が夢」という先達の随筆を今でも覚え
ています。� （伊藤次夫） 

かるちゃーかるちゃー
Navi ＜34＞

老後は和竿で渓流釣り

お
詫
び

主催：平和会 平和のつどい実行委員会

日時 2024年８月30日（金）
14時～17時

会場 秋篠茜会こがねの里
地域交流室
（吉田病院の東隣）

どなたでも
ご参加いただけます

◦友の会企画
◦原水爆禁止世界大会の報告会
◦学習講演企画
　「（仮）祝園弾薬庫問題」

参加費
無料

2024平和のつどい

二
振
り
の
和
竿
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大
河
ド
ラ
マ

「
光
る
君
」
は

紫
式
部
が
道
長

の
子
を
懐
妊
す

る
場
面
に
な
っ

た
。
そ
の
時
紫

式
部
は
藤
原
宣

孝
と
結
婚
し
て
い
た
。
宣
孝
は
山

城
守
（
京
都
府
知
事
）
に
在
任

中
、
宣
孝
の
所
有
地
（
大
和
国
城

下
郡
（
田
原
本
町
か
ら
天
理
市
）

で
起
こ
っ
た
事
件
（
長
保
元
年

（
９
９
９
）
８
月
27
日
）
が
あ

る
。
早
米
徴
収
役
人
が
殺
害
さ

れ
、
罪
人
４
人
を
逮
捕
し
た
が
、

17
人
は
逃
亡
し
興
福
寺
付
近
に
か

く
れ
て
い
る
と
い
う
郡
役
所
か
ら

県
庁
へ
の
一
方
的
な
報
告
な
の
で

真
相
は
分
か
ら
な
い
が
、
逃
亡
者

の
な
か
に
僧
侶
や
姓
と
名
と
も
に

明
確
な
人
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

の
で
単
な
る
百
姓
一
揆
で
は
な
さ

そ
う
だ
。

　

も
っ
と
も
こ
の
時
代
に
「
一

揆
」
と
い
う
概
念
は
な
い
。
時
は

過
ぎ
て
徳
川
幕
府
２
５
０
年
間
を

み
る
と
、
一
揆
と
称
す
る
蜂
起
・

強
訴
・
逃
亡
な
ど
幕
府
に
反
抗
し

た
事
件
は
何
と
３
３
０
０
回
も
あ

る
。
年
平
均
３
～
40
件
の
計
算
に

な
り
幕
末
に
多
発
し
て
い
る
。

「
ご
ま
の
油
と
百
姓
は
搾
れ
ば
搾

る
ほ
ど
獲
れ
る
」
と
豪
語
し
た
幕

府
の
役
人
の
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る

圧
政
に
対
す
蜂
起
で
あ
っ
た
。
と

は
い
え
東
北
地
方
で
は
天
明
の
大

飢
饉
（
１
７
８
３
）
の
よ
う
に
餓

死
者
の
多
発
に
よ
っ
て
一
揆
に
立

ち
上
が
れ
な
か
っ
た
。
象
徴
的
な

の
は
大
都
市
大
坂
で
起
こ
っ
た
大

塩
平
八
郎
の
乱
（
１
８
３
７
）
は

封
建
社
会
の
行
き
詰
ま
り
を
示
し

て
い
た
。

　

こ
の
時
代
の
一
揆
は
圧
政
に
対

す
る
不
満
の
解
消
に
と
ど
ま
り
、

社
会
の
公
平
な
あ
り
方
の
実
現
を

示
し
え
な
か
っ
た
。
組
織
的
な
蜂

起
で
あ
っ
て
も
新
し
い
政
治
の
あ

り
方
や
方
針
を
も
ち
え
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
思
い
当
た

る
の
が
さ
き
の
東
京
都
知
事
選
挙

の
結
果
で
あ
る
。
２
位
に
食
い
込

ん
だ
勢
力
は
S
N
S
で
自
民
党
政

権
の
行
き
詰
ま
り
を
批
判
し
た
だ

け
で
あ
れ
だ
け
の
票
を
集
め
た
と

い
う
。「
不
満
を
ぶ
ち
ま
け
る
だ

け
」
と
い
う
点
は
一
揆
と
共
通
し

て
い
る
よ
う
だ
。�

（
野
尻
幸
男
）

健康保険証健康保険証をを存続せよ！存続せよ！
　

政
府
は
、
全
く
問
題
な
く
使
用
で
き
て
い
る
健
康
保
険
証
を
今
年
の
12
月

に
廃
止
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
上

で
保
険
証
は
廃
止
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
険
証
は
存
続
さ
せ
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

�

（
奈
良
市
６
月
議
会　

桝
井
隆
志
奈
良
市
議
会
議
員
の
報
告
よ
り
）

�　

保
険
証
が
無
く
な
る
よ
う
な
表
現
の
チ
ラ
シ
が
送
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
有
効
期
限
ま
で
は
引
き
続
き
保
険
証
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

奈
良
市
を
は
じ
め
多
く
の
市
町
村
で
は

12
月
２
日
以
降
も
保
険
証
は
使
え
ま
す

● ● ● ●
●●●●● ●●●●

●●●●
●●

●●●
●●●●●●
●●●●

●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●
●●●●●●
●●●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●そのその11
　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率
は
今
も
上

が
ら
ず
、
全
国
で
、
９
％
に
も
届
き
ま

せ
ん
。
な
ぜ
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
し

な
い
の
か
、
そ
の
理
由
は
、「
不
便
だ

し
、
制
度
に
不
安
が
あ
る
か
ら
」
で

す
。
病
院
・
診
療
所
の
窓
口
で
マ
イ
ナ

保
険
証
を
読
み
取
り
機
に
か
ざ
し
て

も
、
エ
ラ
ー
が
多
発
し
た
り
、
保
険
の

情
報
が
違
う
な
ど
、
今
で
も
頻
繁
に
間

違
っ
て
い
ま
す
。
結
局
紙
の
保
険
証
を

確
認
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
マ
イ

ナ
保
険
証
の
み
の
運
用
に
な
れ
ば
、
医

療
機
関
の
窓
口
は
大
混
乱
で
す
。
せ
っ

か
く
診
察
に
き
た
の
に
、
診
察
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま

す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
は
不
具
合
が
頻
発
！

● ● ● ●
●●●●● ●●●●

●●●●
●●

●●●
●●●●●●
●●●●

●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●
●●●●●●
●●●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●そのその22
　

週
刊
誌
の
報
道
で
も
大
き
な
問
題
と

な
り
ま
し
た
。
具
合
の
悪
い
高
齢
者
が

受
診
に
き
た
こ
と
こ
ろ
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
内
容
が
読
み
取
れ
ず
受
付
が
出
来

な
か
っ
た
た
め
自
宅
に
戻
り
、
そ
の
夜

に
急
変
し
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い

事
件
も
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

過
去
に
は
痛
ま
し
い
事
件
も
！

● ● ● ●
●●●●● ●●●●

●●●●
●●

●●●
●●●●●●
●●●●

●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●
●●●●●●
●●●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●そのその33
　

そ
も
そ
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
取
得
は
任
意
で
す
。
と
こ
ろ
が
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
情
報
漏
洩
が
怖
い

か
ら
と
カ
ー
ド
を
取
得
し
な
か
っ
た
人

の
保
険
証
ま
で
取
り
上
げ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
国
民
が
自
分
の
権
利
と
し
て

健
康
保
険
に
加
入
し
、
も
っ
て
い
る
保

険
証
で
す
。
そ
れ
を
、
法
律
を
犯
し
た

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
強
制
的
に
奪
っ

て
し
ま
う
の
は
、
憲
法
13
条
に
掲
げ
た

幸
福
に
な
る
権
利
を
侵
害
す
る
も
の

で
、
あ
き
ら
か
に
憲
法
違
反
で
す
。

保
険
証
を
取
り
上
げ
る
の
は
憲
法
違
反
！

● ● ● ●
●●●●● ●●●●

●●●●
●●

●●●
●●●●●●
●●●●

●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●
●●●●●●
●●●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●そのその44

マイナ保険証

従来の健康保険証

有効期限まで使用可能 資格確認書
国民健康保険・後期高齢者医療

被用者保険
資格確認書

ご不安な点などあれば、
ご相談ください。

090-3946-3004
桝井まで
奈良市会議員

（あやめ池支部副支部長 ）

現　
在

２
０
２
４
年
12
月
２
日

（
被
用
者
保
険
）

２
０
２
５
年
12
月
２
日

２
０
２
５
年
８
月

（
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
）

従来の健康保険証
発行終了

マイナ保険証がない人には
申請なしで「資格確認書」が
発行されます

健康保険資格確認書
有効期限
最大５年

注　
意

◇2024年度
　�すべての方に健康保険証が発行されます。
　�有効期限は2024年８月１日～2025年７月31日です。
◇2025年度
・�マイナンバーカードに保険証を紐づけていない方には
８月１日に資格確認書が発行されます。
　※�資格確認書は健康保険証として使用できます。

　マイナンバーカードに保険証を紐づけ
ている方については、来年の８月以降は
何も届きません。不安な方は市役所でマ
イナンバーカードと保険証の紐づけを解
除の手続きをすると、資格確認書が発行
されます。

国民健康保険・後期高齢者医療について国民健康保険・後期高齢者医療について

従来の健康保険証の使用終了
マイナ保険証に一本化

　

今
、
各
地
の
自
治
体

で
、
保
険
証
を
存
続
せ

よ
の
意
見
書
が
続
々
と

採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
奈
良
市
と
し
て

も
、国
が
決
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、市
民

の
不
安
を
無
視
し
て
保
険
証
を
廃
止
す

る
の
で
は
な
く
、
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま

り
保
険
証
を
残
す
よ
う
模
索
す
べ
き
で

す
。
健
康
保
険
証
を
存
続
さ
せ
て
い
く

た
め
に
も
友
の
会
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

運
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

● ● ● ●
●●●●● ●●●●

●●●●
●●

●●●
●●●●●●
●●●●

●●●●●●●●
●●●●●●●●
●●●
●●●●●●
●●●●●●●●

●●●●●●

●●●●●●最後最後にに
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皆
さ
ん
は
、
健
康
麻
雀
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
健
康
麻
雀
は
、「
賭
け
な

い
、
飲
ま
な
い
、
吸
わ
な
い
」
が
合
言

葉
で
す
。
昔
の
徹
夜
麻
雀
な
ど
不
健
康

な
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、「
健
康
的
な
頭

脳
ゲ
ー
ム
」
と
の
認
識
が
広
ま
っ
て
い

ま
す
。
み
ん
な

で
ワ
イ
ワ
イ
と

楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
仲
間
作

り
の
場
と
し
て

も
最
適
で
す
。

　

そ
ん
な
【
健

康
麻
雀
】
が
、

𠮷
田
病
院
支
部

で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
在

メ
ン
バ
ー
は
男

性
３
人
と
女
性

７
人
の
合
計
10
人
で
す
。
女
性
の
愛

好
家
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
や
認
知
症

予
防
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
頭
と
手
先

を
使
う
麻
雀
は
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

私
は
、
学
生
時
代
以
来
50
年
ぶ
り

に
牌
を
握
り
ま
し
た
。
思
え
ば
学
園

紛
争
で
授
業
が
な
く
、
多
く
の
学
生

が
雀
荘
に
入
り
浸
っ
て
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
。

　

開
催
日
は
、
毎
月
第
１
木
曜
日
と

第
３
木
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
で
す
。
会
場
は
、
木
造
本
館
の

１
階
で
す
。
卓
を
囲
ん
で
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
月
会
費
は
無
料
で
す
。
友

の
会
か
ら
の
サ
ー
ク
ル
援
助
金
で
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
増
員
が
あ

れ
ば
、
麻
雀
牌
と
マ
ッ
ト
を
買
い
増

し
す
る
予
定
で
、
不
足
分
は
臨
時
会

　

平
城
第
二
団
地
で
の
居
場
所
〝
わ
く

わ
く
サ
ロ
ン
〟
を
再
開
し
て
、
約
１
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

７
月
は
、
運
営
委
員
の
知
人
の
「
昔

話
語
り
」
や
、
折
り
紙
と
そ
れ
を
活
用

し
た
暑
中
見
舞
い
作
り
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

　

折
り
紙
が
結

構
難
し
く
、
特

に
紙
が
小
さ
目

だ
っ
た
せ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
皆
さ
ん
苦

労
し
て
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、
運
営

委
員
の
メ
ン
バ

ー
も
折
り
紙
な
ど
を
や
っ
て
み
ま
し

た
が
、
見
る
と
や
る
と
は
大
違
い
、

な
か
な
か
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

参
加
者
に
、
終
了
後
の
感
想
を
う

か
が
う
と
、「
折
り
紙
が
難
し
い
。

手
が
う
ま
く
動
か
な
い
」「
変
わ
っ

た
こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
い
て
よ
か

っ
た
」「
身
近
な
も
の
で
折
れ
る
こ

と
が
、
と
に
か
く
よ
か
っ
た
」「
手

先
を
使
っ
て
の
折
り
紙
は
、
脳
ト
レ

に
も
な
っ
て
よ
か
っ
た
」
な
ど
、
好

意
的
な
声
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

８
月
は
お
盆
と
重
な
る
こ
と
も
あ

り
中
止
し
、
次
回
は
９
月
19
日
で
す

が
、
参
加
さ
れ
る
方
々
の
興
味
を
得

ら
れ
る
よ
う
、
担
当
者
が
い
ろ
い
ろ

考
え
て
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て

く
だ
さ
い
。�

（
Ａ
）

工
夫
し
た

取
り
組
み
の
居
場
所

ならやまならやま

　

８
月
３
日（
土
）、

〝
三
碓
夏
祭
り
〟
が

富
雄
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

午
後
５
時
半
か
ら

和
太
鼓
演
奏
に
よ
る

オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ

ー
。
体
に
心
に
響
き

ま
し
た
。

　

６
時
、
三
碓
協
議

会　

小
林
博
会
長
の

開
会
宣
言
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
フ
ラ
フ
ー
プ
チ

ー
ム「Flow

 Fit

」

の
演
技
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

各
売
店
の
前
に
は

そ
れ
ぞ
れ
長
い
行
列
で
す
。
浴
衣
姿
の
若

い
ひ
と
た
ち
、
親
子
で
手
を
つ
な
い
で
、

友
だ
ち
同
士
で
と
た
く
さ
ん
の
方
々
が
祭

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
も
本
部
ふ
れ
あ
い
テ
ン
ト
の
隣
で

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
と
み

お
診
療
所
と
あ
し
び
薬
局
、
組
織
課
か
ら

は
藤
野
さ
ん
も
参
加
で
す
。
運
営
委
員
は

４
時
半
に
あ
し
び
薬
局
前
に
集
合
、
机
や

椅
子
な
ど
備
品
を
会
場
ま
で
運
び
設
営
し

ま
し
た
。
飲
み
物
は
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
に

冷
や
し
、
そ
れ
ぞ
れ
水
分
補
給
し
な
が
ら

の
活
動
で
す
。

　

私
た
ち
友
の
会
も
お
祭
り
の
雰
囲
気
を

楽
し
み
つ
つ
、
８
月
30
日
の
「
平
和
の
つ

ど
い
」・
10
月
の
「
健
康
ま
つ
り
」
の
チ

ラ
シ
配
り
を
し
ま
し
た
。�

（
Ｋ
）

　

今
夏
は
た
い
へ
ん
な
猛
暑
が
続
き
ま
し

た
。
全
国
で
は
死
者
や
入
院
・
救
急
搬
送
が

続
出
し
ま
し
た
。
奈
良
民
医
連
と
平
和
会
は

毎
年
「
熱
中
症
予
防
と
暮
ら
し
訪
問
調
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
友
の
会
と
職
員
の
合

同
で
こ
の
夏
も
地
域
へ
の
訪
問
活
動
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
高
齢
世
帯
や
生
活
保

護
世
帯
の
方
々
に
は
な
る
べ
く
日
中
の
外
出

を
避
け
、
正
し
い
エ
ア
コ
ン
の
活
用
を
お
す

す
め
し
ま
し
た
。

奈
良
市
長
あ
て
に
要
請
書
を
提
出

奈
良
市
長
あ
て
に
要
請
書
を
提
出

　

奈
良
市
で
は
、
奈
良
市
キ
ャ
ラ
バ
ン
実
行

委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、「
生
活
保
護
世

帯
・
低
所
得
世
帯
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設

置
、
夏
季
加
算
を
求
め
る
緊
急
要
請
書
」
を

市
長
あ
て
に
提
出
し
、
８
月
２
日
に
保
護
課

と
の
交
渉
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
は
じ
め
に

緊
急
要
請
書
の
内
容
を
読
み
上
げ
、
そ
の
上

で
こ
の
緊
急
要
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
と
な

っ
た
経
緯
、
暑
さ
の
状
況
な
ど
を
資
料
を
添

え
て
報
告
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
①
全
日
本

民
医
連
２
０
２
３
年
の
手
遅
れ
死
亡
事
例
調

査
で
は
じ
め
て
熱
中
症
に
よ
る
手
遅
れ
死
亡

事
例
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
、
②
生
駒
市
が
エ

ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て 

全
額
補
助
を
発
表

し
た
こ
と
、
③
環

境
省
の
資
料
で
直

近
の
暑
さ
指
数
の

上
昇
と
救
急
搬
送

状
況
な
ど
で
す
。

　

報
告
さ
れ
た
市

民
の
暮
ら
し
も
た

い
へ
ん
な
状
況
が

あ
り
ま
す
。
行
政

も
ま
ず
は
実
態
を

把
握
し
市
長
へ
の

予
算
要
求
や
国
に

制
度
改
正
を
求
め

る
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

奈良市保護課と懇談 2024年８月８日

生活保護行政の改善を求めてその ③

費
に
て
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

入
会
に
つ
い
て
は
、
現
在
会
場
の
関
係
上
、

要
問
い
合
わ
せ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
H
）

頭
を
使
っ
て

健
康
麻
雀

「三碓夏祭り」
今年も盛大に!!

とみお　とみお　
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74　時効制度について

ご
相
談
下
さ
い
！

お
気
軽
に

奈良合同法律事務所奈良合同法律事務所
☎0742－26－2457☎0742－26－2457

法 律 相 談
身 近 な

弁護士　佐藤 真理

No.216 2024年９月１日

シュワッと気分もリフレッシュ
　秋の入り口、まだまだ暑いこの季節に、冷たくてのど越しのよいゼリー
はいかがでしょうか。炭酸の泡をそのまま固めているので、口の中でシュ
ワっとはじける不思議な食感が楽しめます。炭酸が抜けやすいので、固ま
ったらすぐに食べましょう。
　レモンは柑橘類の中でも多くのビタミンCを含む、ビタミンCの代名詞
的な果物です。クエン酸も豊富に含まれており、ビタミンCの効果と合わ
せて美肌効果や疲労回復、風邪予防などに効果を発揮します。レモンには
リモネンやシトラールといった香り成分があり、特にリモネンには頭をス
ッキリとリフレッシュさせたり気分をリラックスさせる効果があり、スト
レスの緩和にも役立ちます。� （栄養科　管理栄養士　小林佐知）

グラニュー糖 �  60g
はちみつ �  小さじ２
レモン果汁 �  40ml
強炭酸水 �  300ml
　水 �  100ml
　粉かんてん �  １g
レモン（くし切り）
　�  ４切れ

①�レモン果汁と強炭酸水を室温にも
どす。
②�小鍋にⒶの水と粉かんてんを入
れ、中火にかける。たえず混ぜな
がら加熱し、沸騰したら火を弱
め、さらに１分ほど混ぜながら加
熱する。
③�火を消してグラニュー糖を加え、
混ぜて溶かし、はちみつ、レモン
果汁を順に加えて混ぜる。
④�ボウルに移し、底を冷水に当てて
あら熱をとり（40℃くらいが目
安）、強炭酸水を３回に分けて加
え、泡立て器でそのつど混ぜる。
⑤�グラスに注ぎ、ラップをかけて冷
蔵庫で２～３時間冷やし固める。
⑥�食べる直前にレモンを添え、果汁
を絞って混ぜながら食べる。

レモンスカッシュ
ゼリー

《１人分　83Kcal　塩分 0g》

今月の

一品料理

129

作り方材料（４人分）

⎧
⎨
⎩
Ⓐ

　2010年、刑事訴訟法の改正

で、凶悪犯罪の公訴時効期間が

延長され、殺人事件について

は、公訴時効は廃止されまし

た。

　民事事件についても、時効制

度は重要です。借金しても長

年、返済せずに逃げていれば消

滅時効により、債務を免れるこ

とができます。他人の所有地で

も20年以上、不法占拠を続けれ

ば、取得時効により、所有権を

取得します。

　民事事件の時効制度は、この

ような不道徳な制度かというと

そうではありません。一定の事

実状態が長い間続いている場合

には、それが真実の権利関係を

反映していることが多いことか

ら、事実状態をそのまま権利関

係として認めようという制度で

す。

　借金をして、後に返済したと

しても領収証を何十年も保管す

ることは困難です。10年以上、

借金の返済要求を受けていない

として、時効を主張すれば足り

るのです。

　30年も前に、売買契約をし

て、売買代金を支払っても、す

ぐに移転登記せずに放置してい

ると、次々に相続が生じて、何

十人も相手に移転登記請求の裁

判を提起せざるを得ないことも

珍しくありません。

　大事な取引は、きちんと文書

を作成し、できるだけ早期に登

記手続まで、済ませることを励

行してほしいと思います。

第�

回

守
り
た
い
！

�

故
郷
の
自
然
と
大
切
な
文
化
や
暮
ら
し

40

　

私
の
故
郷
は
奄
美
大
島
。
沖
縄
と

鹿
児
島
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
、
２

０
２
１
年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
す
る
18
歳
ま
で
暮
ら

し
た
子
ど
も
の
こ
ろ
の
思
い
出
と
い

え
ば
、
海
で
の
ウ
ニ
と
り
や
貝
堀

り
、
川
で
潜
っ
た
り
泳
い
だ
り
エ
ビ

や
カ
ニ
を
捕
ま
え
た
り
、
自
然
の
恵

み
と
自
然
い
っ
ぱ
い
の
暮
ら
し
で

す
。
島
で
は
、
船
漕
ぎ
競
争
、
豊
年

相
撲
祭
り
、
八
月
踊
り
な
ど
年
中
行

事
の
ほ
か
、
な
に
か
に
つ
け
親
戚
や

村
の
集
ま
り
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
黒

糖
焼
酎
が
ふ
る
ま
わ
れ
三
味
線
と
太

鼓
と
島
唄
が
流
れ
、
最
後
は
必
ず

「
六
調
」
と
い
う
踊
り
で
大
人
も
子

ど
も
も
引
っ
ぱ
り
だ
さ
れ
、
全
員
が

踊
り
終
わ
る
と
や
っ
と
お
開
き
と
な

り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
島
の
暮
ら
し

と
文
化
は
何
十
年
た
っ
て
も
鮮
明
で

懐
か
し
く
、
今
で
も
歌
う
こ
と
踊
る

こ
と
は
大
好
き
で
す
。

　

奄
美
に
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
思
う

世界自然遺産金作原原生林
（日本最大級のシダ植物ヒカゲヘゴ）

れ
て
山
に
入
り
一
番
た
く
さ
ん
の
ハ

ブ
を
捕
っ
た
班
に
は
優
勝
賞
品
の
焼

酎
が
送
ら
れ
当
然
夜
に
は
酒
盛
り
が

あ
り
ま
し
た
。
成
人
し
て
大
阪
で
就

職
し
、
奈
良
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
も
時
々
帰
省
し
て
い
ま
す
が
、

目
の
前
に
広
が
っ
て
い
た
真
っ
白
な

砂
浜
と
海
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
川
も

川
べ
り
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
り
、

生
き
物
が
住
め
な
く
な
っ
て
い
く
景

色
を
見
る
た
び
複
雑
な
思
い
で
し

た
。

　

４
年
前
、
島
に
自
衛
隊
駐
屯
地
が

で
き
て
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
さ
れ
、
昨

年
の
帰
省
時
に
は
も
の
す
ご
い
騒
音

で
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
ん
で
い
ま
し

た
。
自
慢
の
故
郷
は
す
っ
か
り
姿
を

変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
界
自
然

遺
産
に
認
定
さ
れ
た
奄
美
の
自
然
や

生
き
物
、
大
切
な
文
化
や
穏
や
か
な

暮
ら
し
が
こ
れ
以
上
失
わ
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
！
と
願
っ
て
い
ま

す
。

�

（
生
駒
支
部　

山
﨑
秀
子
）

行
事
が
村
を

挙
げ
て
の
ハ

ブ
捕
り
で

す
。
ハ
ブ
の

被
害
を
減
ら

し
村
の
親
睦

を
深
め
る
意

味
合
い
が
あ

っ
た
と
思
い

ま
す
。
朝
か

ら
班
に
分
か



（４）平和会健康友の会「友の会だより」 No.2162024年９月１日

　

暑
か
っ
た
夏
が
過
ぎ
、
食
べ
物
が
お
い
し

い
秋
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
秋
と
い
え
ば

果
物
が
お
い
し
い
時
期
で
す
ね
。
ス
ー
パ
ー

に
並
ぶ
果
物
で
季
節
の
変
化
を
感
じ
取
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

旬
の
果
物
は
特
に
栄
養
価
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
主
に
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
、
カ
リ
ウ
ム
、
食
物
繊
維
、
ブ
ド
ウ
糖
、

果
糖
な
ど
を
摂

取
す
る
こ
と
が

で
き
、
彩
り
も

良
い
の
で
食
卓

を
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。
一
方
で
、
果
物
の
過
剰
摂
取
が

血
糖
上
昇
や
中
性
脂
肪
上
昇
の
原
因
と
な
る

報
告
も
あ
り
ま

す
。

　

１
日
に
摂
取
す

る
量
の
目
安
と
し

て
は
、
２
０
０
ｇ

程
度
が
い
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
ゴ
・
梨
・
柿
だ
と
小

さ
め
１
個
が
２
０
０
ｇ
く
ら
い
で
す
。
た
だ

し
腎
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
で
果
物
の
摂
取
に

注
意
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医

師
の
指
示
が
あ
る
方
は
指
示
に
従
い
ま
し
ょ

う
。
ま
た
果
物
を
摂
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
朝
が

お
す
す
め
で
す
。
朝
に
果
物
を
適
量
摂
る
こ

と
で
、
寝
て
い
る
間
に
失
わ
れ
た
糖
や
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
ミ
ネ

ラ
ル
を
速
や
か

に
補
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

　

朝
食
に
果
物
を
取
り
入
れ
、
効
果
的
に
栄

養
素
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
季
節
の
変
わ
り

目
で
体
調
を
崩
し

や
す
い
時
期
で
す

の
で
、
旬
の
果
物

を
上
手
に
摂
っ
て

健
康
を
維
持
し
ま

し
ょ
う
。

クロスワードパズル

答　

え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F G H

I J K

カギを解き、アルファベッ
ト順に並べて出来る言葉を
答えましょう

タテのカギ

①�安産・子育ての神。キシ
ボジンとも
②審判員の中の主たる人
③古い歌、古人の歌
④田畑の耕作。○○物
⑤船団の中心となる親船
⑥割合。○○が高い
⑧光沢。顔の色○○
⑪失望。得意の対
⑬とっぴ。○○な服装
⑭グライダー
⑮憂鬱になり○○をつく
⑯○○貸し、○○金庫
⑰自分で自分を戒める
⑱麻雀用の駒
⑲大阪市北部の繁華街
⑳朝から○○まで

ヨコのカギ

①陸地が水と接する所
③♪屋根より高い○○
⑦荷物を積み出すこと
⑨左折の対
⑩実物そっくりに写す
⑪試験的に行う計算
⑫いくさ。大坂夏の○○
⑬蹴ること。○○オフ
⑮多く売る。薄利○○
⑯へや。化粧○○
⑰エラー続きで○○した
⑱タイヤが○○した
⑲教育の○○均等
⑳�微生物などを人工的に発
育・増殖させること
㉑空気の存在する範囲
㉒乾季の対

※友の会財政は皆さまの年会費で支えられています。当選
は年会費納入済みの方に限らせていただいております。

　はがきに、①答え②氏名③年
齢④郵便番号⑤住所⑥電話番号

⑦紙面への感想などを書いて、《〒631－0818　
奈良市西大寺赤田町１の７の１　𠮷田病院内
「平和会健康友の会クイズ係」》へお送りくだ
さい。締め切りは10月10日必着。正解者抽選の
うえ、当選者10名の方に図書カード（500円）
を贈ります。215号の答えは「オゴレルジミン
モハヤヒサシカラズ」でした。解答は51通、正
解は47通でした。抽選の結果、当選者は次の方
々です。� （敬称略）
　◎奈良市北永井町� 若林　悦子
　◎生駒郡三郷町� 北崎　貞子
　◎奈良市秋篠三和町� 木藤　昌子
　◎奈良市富雄元町� 来田　　至
　◎大和郡山市城の台町� 新居﨑裕美
　◎奈良市中山町西� 髙城　佳子
　◎生駒郡斑鳩町� 宮嶌　利明
　◎奈良市二名町� 辻本　敏子
　◎生駒郡平群町� 西岡　純代
　◎奈良市あやめ池南� 中谷　由紀

《応募方法》

　
奈
良
市
佐
保
台

�

橋
本
　
尚
美

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
が
毎
回
楽
し

み
で
す
。
今
回
は
少
し
難
し
か
っ
た
で

す
。
次
回
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
京
田
辺
市
三
山
木
中
央

�

井
辻
　
信
夫

　

祝
園
弾
薬
庫
は
家
か
ら
も
近
く
本
当

に
心
配
で
す
。
世
界
情
勢
も
危
う
く
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
防
衛
費
を
本
当
の

世
界
平
和
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　
奈
良
市
帝
塚
山
南

�

林
　
敏
恵

　

連
日
の
猛
暑
に
毎
日
の
庭
の
花
木
の

水
や
り
に
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。
蚊
に

す
ぐ
刺
さ
れ
る
の
で
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン

・
軍
手
も
す
る
完
全
装
備
。
で
も
ど
こ

か
刺
さ
れ
て
い
る
。
痒
い
痒
い
と
ム
ヒ

を
塗
る
。

　

こ
の
暑
さ
い
つ
ま
で
続
く
か
…
８
月

７
日
は
立
秋
。
早
く
秋
風
が
吹
い
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
奈
良
市
西
大
寺
宝
ケ
丘

�

藤
木
　
泉

　

い
つ
も
楽
し
み
な
が
ら
拝
読
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

「
平
和
会
健
康
友
の
会
」
で
は
様
々

な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
活
動
に
よ
り
地
域
の
つ
な
が
り

が
で
き
れ
ば
嬉
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

　
奈
良
市
秋
篠
町

�

安
田
　
修
平

　

友
の
会
だ
よ
り
の
記
事
を
通
し
て
健

康
維
持
法
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
陸
自

の
祝
園
弾
薬
庫
の
強
靱
化
案
、
万
一
の

事
故
が
あ
れ
ば
、
そ
の
８
㎞
圏
内
で
は

多
く
の
病
院
が
大
被
害
を
受
け
る
事
を

知
り
、
驚
き
ま
し
た
。
大
い
に
そ
の
行

方
を
監
視
す
べ
き
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
奈
良
市
あ
や
め
池
南

�

山
本
　
敦
子

　

ち
が
い
さ
が
し
も
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
も
皆
様
の
お
便
り
も
楽
し
み
に
読

ま
せ
解
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
暑
い
夏
、
い
や
暑
す
ぎ
る
夏
、
秋

の
風
に
吹
か
れ
る
日
を
待
ち
な
が
ら
皆

さ
ま
お
身
体
大
切

に
。

　
橿
原
市
十
市
町

�

熨
斗
　
伸
行

　

あ
し
び
薬
局
か
ら

の
「
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ

ン
ク
の
飲
み
す
ぎ
に

注
意
」。

　

と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
つ
い
寝

不
足
だ
か
ら
…
肉
体

労
働
し
た
か
ら
…
と

　

１
日
２
本
飲
ん
で

し
ま
う
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
気
を
付
け
ま

す
。

　
奈
良
市
法
蓮
町

�

髙
橋
　
嘉
子

　

今
夏
の
照
り
の
良
さ
の
た
め
か
ト
マ

ト
完
熟
で
す
。「
ト
マ
ト
の
だ
し
漬

け
」
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

冷
た
く
し
て
お
く
と
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
。

吉田病院支部　絵手紙サークル吉田病院支部　絵手紙サークル　栗山 千恵子　栗山 千恵子

あしび
薬局
156

旬
の
果
物
で
　
　
　

お
い
し
く
健
康
維
持

　退職してから、時間もあります
ので、終活ならぬ身の回りの整理
を少しずつしております。
　勤務の行き帰りに、電車の中で
気軽に読んでいた文庫本も、いつ
の間にか驚くほどの数になってい
ました。どれも思い入れがある作
品ばかりで、捨てるのも気が咎
め、思案していました。たまた
ま、𠮷田病院の入院病棟の休憩所
に小さな本棚があることを知り、
そこに寄付することができまし
た。患者さんたちが手に取ってく
だされば、本当に嬉しいことで
す。
　どうしても手放せない本、また
読み返したいと思う本、幾冊は手

元に残しました。
　島崎藤村の作品もその中の一つ
です。若いころに二度挑戦して挫
折した長編「夜明け前」も、やっ
と読了できました。自分でも若い
ころのとらえ方と大きく違ってい
ることに驚いています。今「新
生」を読んでいますが、藤村の私
小説的な要素が強く、人生に苦悩
した藤村の姿がきめ細やかに描か
れており、第一次大戦下の日本の
文化人の思考など、実にいろいろ
考えさせられます。
　この後は、夏目漱石の諸作品を
再び読んでみようと思っていま
す。
　昔から名作と認められている作
品は、いくど読んでも飽きないと
いうこと、歳を重ねてから読むと
また視点の違った感想を持てると
いうこと、人生の指針にもなり得
るということを学んでいます。
� （K.Y.）

かるちゃーかるちゃー
Navi ＜35＞

近代文学の　　
　魅力に触れて



奇数月発行

平和会健康友の会
機関紙編集委員会

𠮷田病院支部　☎45-4601 内線387
　〠631-0818　奈良市西大寺赤田町1-7-1
あやめ池診療所支部　☎0742-45-0460
　〠631-0033　奈良市あやめ池南6-1-7
とみお診療所支部　☎0742-45-7480
　〠631-0061　奈良市三碓2-1-3第2リコービル
ならやま診療所支部　☎0742-71-1000
　〠631-0805　奈良市右京3-2-2
夕陽ヶ丘診療所支部　☎0745-72-9490
　〠636-0801� 生駒郡三郷町夕陽ヶ丘1-40
生　駒　支　部　☎0743-71-7222
　〠630-0256� 生駒市本町7-10生駒医療ビル

〠631-0818　奈良市西大寺赤田町1-7-1
社会医療法人平和会𠮷田病院 組織課内
� ☎（0742）45-4601（内線387）
� 直通（0742）45-4707（FAX兼用）

2024年11月号 №217会員数 11,022世帯（2024年10月16日現在）

　

戦
前
の
外
国

航
路
の
船
員
だ

っ
た
父
親
の
影

響
で
、
外
国
と

寄
港
都
市
の
話

を
よ
く
聞
か
さ

れ
た
。
山
間
部

の
母
親
の
里
で

育
っ
た
私
に
は
、
広
い
下
界
へ
の

窓
口
に
な
り
、
ひ
い
て
は
外
国
と

首
都
名
は
小
学
生
か
ら
覚
え
た
知

識
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
国
名
や
首
都

名
が
変
わ
る
ケ
ー
ス
が
で
て
き

た
。
ビ
ル
マ
が
国
、
首
都
と
も
変

わ
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
キ
エ
フ
か

ら
キ
ー
ウ
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス

と
パ
リ
、
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
ン
ド
ン

の
よ
う
に
国
名
や
首
都
名
は
不
変

と
思
っ
て
い
た
の
に
、
不
便
で
あ

り
抵
抗
も
感
じ
る
。
旧
ビ
ル
マ
は

今
や
軍
事
政
権
。
軍
部
の
一
存
で

変
わ
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ
ア
の
侵

略
を
受
け
て
い
る
最
中
だ
が
…
。

調
べ
る
と
政
府
の
希
望
で
世
界
に

「
キ
ー
ウ
」
を
使
用
し
て
く
れ
、

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

考
え
た
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
ロ
シ

ア
と
並
ぶ
ス
ラ
ブ
民
族
の
国
で
、

「
キ
エ
フ
」の
発
音
が
普
通
と
思
わ

れ
る
。
あ
え
て
政
府
が
名
称
変
更

を
希
望
す
る
の
は
、
敵
対
国
と
の

同
民
族
発
音
を
嫌
い
、
加
盟
を
希

望
す
る
Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
入
り
を

予
定
し
て
の
こ
と
か
も
。
な
ら
不

純
な
動
機
で
は
な
い
か
？
そ
う
い

え
ば
日
本
で
も
戦
前
敵
国
語
は
使

わ
な
い
と
い
う
時
代
も
あ
っ
た
。

　

他
国
都
市
名
の
呼
称
は
、
当
該

民
族
が
日
常
発
音
し
て
い
る
音
を

外
国
が
、
そ
れ
に
な
ぞ
ら
え
て
発

音
す
る
の
が
道
理
（
た
だ
し
文
化

的
影
響
の
大
き
い
日
本
の
中
国
固

有
名
詞
表
現
は
漢
語
表
現
で
例

外
）
で
、
各
国
の
決
め
る
こ
と
で

は
な
い
か
？
…
。
そ
う
い
え
ば
ウ

ク
ラ
イ
ナ
は
、
歴
史
的
ギ
リ
シ
ャ

正
教
を
ロ
シ
ア
と
共
有
し
て
い
る

が
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
ロ
ー
マ
正
教

に
変
え
た
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
会
議

に
日
本
同
様
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加

し
て
い
る
よ
う
に
、
西
側
諸
国
入

り
に
〝
前
の
め
り
〟
に
見
え
る
。

　

ロ
シ
ア
と
の
戦
争
は
、
ど
う
見

て
も
領
土
拡
張
を
狙
っ
た
ロ
シ
ア

に
非
が
あ
り
、
直
ち
に
停
戦
、
撤

退
を
求
め
る
こ
と
に
は
賛
同
す
る

が
、
か
と
い
っ
て
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
拡

大
に
は
反
対
で
あ
る
。
ま
し
て
や

日
本
政
府
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の

戦
略
と
見
え
る
「
ア
ジ
ア
版
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
」
へ
の
参
加
な
ど
は
、
平
和

憲
法
を
持
つ
日
本
と
し
て
同
意
で

き
ま
い
。�

（
伊
藤
次
夫
）

▼�全国から集まった分科会の参加者たち

第
16
回
全
日
本
民
医
連 

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会

よ
り
は
で
き
る
だ
け
多
く
の

会
員
さ
ん
の
声
（
折
り
紙
・

絵
手
紙
・
写
真
を
含
め
て
）

を
10
名
ほ
ど
毎
回
載
せ
る
よ

う
に
し
て
い
る
。
③
会
員
と

会
員
を
繋
ぐ
役
割
に
と
、
紙

面
旁
を
大
事
に
し
て
い
る
。

④
発
送
作
業
に
も
参
加
す

る
。な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

「
何
人
で
編
集
し
て
い
る

の
？
」
の
質
問
に
「
87
歳
の

編
集
長
を
先
頭
に
３
名
で

が
ん
ば
っ
て
い
る
」
の
答

え
に
会
場
は
「
へ
!?
」
と

ビ
ッ
ク
リ
し
た
声
が
。「
投

稿
さ
れ
た
声
を
毎
回
10
名

載
せ
て
い
る
の
も
す
ご
い

で
す
ネ
…
」
と
感
心
さ
れ

ま
し
た
。

　

私
も
参
加
し
ま
し
た

が
、
生
駒
支
部
の
発
表
は

わ
か
り
や
す
く
て
て
い
ね

い
で
よ
か
っ
た
で
す
。

�

（
中
村
千
恵
子
）

　

９
月
29
、
30
日
全
国
共
同

組
織
交
流
集
会
に
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

生
駒
健
康
友
の
会
か
ら
杉

本
さ
ん
が
「〝
い
こ
ま
友
の

会
だ
よ
り
〟
を
発
行
す
る
に

あ
た
っ
て
大
切
に
し
て
き
た

も
の
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

①
い
こ
ま
友
の
会
だ
よ
り
は

２
カ
月
に
１
回
発
行
。
編
集

委
員
は
友
の
会
員
３
名
。
２

０
０
３
年
９
月
か
ら
始
ま
り

２
０
２
４
年
９
月
で
１
１
３

号
に
な
っ
た
。
②
友
の
会
だ

　

９
月
29
、
30
日
に
岡
山
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第

16
回
全
日
本
民
医
連　

共
同
組
織
活
動
交
流
集
会
が
６
年
ぶ
り
に
対
面

で
開
催
さ
れ
全
国
か
ら
１
７
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
地
域
の
中
か
ら
つ
な
が
り
広
げ
、平
和
・
い
の
ち
・
人
権
が
大
切
に

さ
れ
る
世
界
～
あ
ら
た
な
担
い
手
と
と
も
に
、
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
２
日
間
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
全
体
会
、
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
人
が
集
ま
っ
た
会
場
で
、

高
校
生
の
気
迫
あ
ふ
れ
る
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
熱
気
の
ま
ま
「
お
い
で
ん
せ

ぇ
、
岡
山
に
」
と
の
声
と
と
も
に

開
会
宣
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
い
く
つ
か
の
県
で
の
活
動
報

告
、
そ
し
て
記

念
ラ
イ
ブ
と
し

て
松
元
ヒ
ロ
さ

ん
が
登
場
。
２

０
２
４
年
元
日

に
能
登
半
島
地

震
、
９
月
に
は

豪
雨
被
害
に
も

遭
っ
た
石
川
県

健
康
友
の
会
の

を
「
こ
れ
は
本
当
に
あ
っ
た
こ
と

な
ん
だ
」
と
強
く
訴
え
か
け
て
く

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
聞
き
、
ニ

ュ
ー
ス
や
新
聞
の
文
字
で
知
る
だ

け
で
は
な
く
、
実
際
に
動
い
て
い

る
人
た
ち
の
声
に
触
れ
る
こ
と
で

知
れ
る
こ
と
、
感
じ
ら
れ
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
学
び
ま
し

た
。
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
も
、
若
い
世

代
の
担
い
手
と
し
て
共
同
組
織
の

先
輩
方
が
続
け
て
い
る
活
動
を
伝

え
、
残
し
て
い
く
よ
う
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
う
２
日
間
で
し

た
。

�

（
医
事
課　

林　

美
佳
）

報
告
で
は
、
被
害
を
受
け
た
方
々

の
生
の
声
を
聴
き
、
国
の
支
援
の

遅
さ
を
知
り
、「
何
か
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
行
わ
れ

た
募
金
で
は
、
会
場
内
だ
け
で
１

２
０
万
円
を
超
え
る
寄
付
に
な
っ

た
と
報
告
が
あ
り
、
こ
の
日
一
番

の
拍
手
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
分
科
会
。
私
は
ハ
ン

セ
ン
病
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
～
〝
か

く
り
〟
の
証
言
～
」
上
映
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
瀬

戸
内
海
の
長
島
に
あ
る
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
療
養
所
を
40
年
以
上
取
材

し
て
き
た
宮
崎
賢
監
督
に
よ
る
作

品
。
隔
離
政
策
で
強
制
収
容
さ
れ

た
人
々
の
苦
楽
を
映
し
た
映
像

は
、
私
自
身
は
過
去
に
あ
っ
た
出

来
事
と
し
か
知
ら
な
か
っ
た
事
実

会員をつなぐ役割大切に会員をつなぐ役割大切に 第６分科会で報告

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
た
め
に

誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
た
め
に

▲圧巻の書道パフォーマンス

夕食会で挨拶をする中野会長
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８
月
30
日
に
平
和
の
つ
ど
い
で
あ
や
め

池
診
療
所
支
部
友
の
会
『
お
し
ゃ
べ
り
サ

ロ
ン
』
が
「
ト
ビ
ウ
オ
の
ぼ
う
や
は
び
ょ

う
き
で
す
」
の
紙
芝
居
を
し
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
の
た
め
、
美
し
い
南

の
海
に
す
む
ト
ビ
ウ
オ
や
魚
た
ち
が
被
爆

し
、
亡
く
な
る
話
で
す
。
お
話
の
背
景
を

知
り
た
い
と
、
水
爆
被
災
船
「
第
五
福
竜

丸
展
示
館
」
へ
行
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

綴
る
の
は
展
示
館
へ
行
っ
て
わ
か
っ
た
こ

と
で
す
。

　

１
９
５
４
年
ア
メ
リ
カ
は
世
界
で
始
め

て
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
お
い
て
水
爆
実
験

を
行
う
。
そ
れ
は
広
島
に
落
と
し
た
原
爆

の
１
０
０
０
倍
の
威
力
。
日
本
か
ら
出
航

し
た
マ
グ
ロ
漁
船
「
第
五
福
竜
丸
」
が
核

の
ゴ
ミ
を
含
ん
だ
死
の
灰
を
浴
び
る
。
23

名
が
被
爆
し
焼
津
漁
港
に
も
ど
り
、
獲
っ

た
魚
は
す
べ
て
廃
棄
す
る
。
無
線
長
の
久

保
山
愛
吉
さ
ん
が
死
亡
。
広
島
、
長
崎
に

つ
い
で
３
回
も
核
兵
器
の
被
害
に
あ
っ
た

人
々
は
大
き

な
衝
撃
を
受

け
る
。

　

核
兵
器
反

対
の
署
名
が

始
ま
り
、
原

水
爆
禁
止
世

界
大
会
が
開

か
れ
る
。
事

件
の
翌
年
、

日
本
政
府
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
軍
事
機
密

を
優
先
す
る
立
場
を
容
認
し
、
被
災
船
は

第
５
福
竜
丸
だ
け
と
し
て
２
０
０
万
ド
ル

の
慰
謝
料
で
政
治
決
着
を
は
か
る
。
こ
の

た
め
他
の
被
災
の
真
相
は
封
印
さ
れ
る
。

事
件
か
ら
60
年
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ヒ
ロ
シ
マ
放

送
局
が
ア
メ
リ
カ
公
文
書
館
で
極
秘
資
料

を
発
見
。
60
年
ぶ
り
に
厚
生
省
の
ビ
キ
ニ

被
災
資
料
が
開
示
さ
れ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル

諸
島
で
被
災
し
た
日
本
の
漁
船
は
９
９
２

隻
で
あ
っ
た
。
ゴ
ミ
の
山
に
放
置
さ
れ
て

い
た
第
五
福
竜
丸
は
、
美
濃
部
都
政
の
時

に
「
第
５
福
竜
丸
展
示
館
」
と
し
て
保
存

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

本
年
、
沖
縄
で
ア
メ
リ
カ
兵
に
よ
る
少

女
わ
い
せ
つ
暴
行
事
件
が
起
こ
っ
た
が
、

日
本
政
府
は
県
民
に
知
ら
せ
ま
い
と
隠
し

た
。
県
民
が
知
っ
た
の
は
６
カ
月
後
、
県

民
に
大
切
な
「
慰
霊
の
日
」「
県
議
選
」

の
後
だ
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
70
年
前
と
同
じ
よ
う
に
、

都
合
の
悪
い
こ
と
は
国
民
に
隠
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
真
実
を
知
っ
て
日
本

の
進
路
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
紙

芝
居
」
で
は
核
兵
器
の
怖
さ
、
被
爆
し
た

ト
ビ
ウ
オ
た
ち
の
苦
し
み
・
怒
り
が
分
か

る
よ
う
に
表
現
を
工
夫
し
ま
し
た
。

�

（
あ
や
め
池
診
療
所
支
部　

津
幡
邦
昭
）

　

１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら
半
年
が
経

ち
ま
し
た
。
９
月
に
は
大
雨
災
害
が
石
川
県
を
襲

い
、
復
旧
作
業
が
終
わ
ら
ず
今
も
な
お
不
便
な
生
活

を
送
っ
て
い
る
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
。

　

被
災
地
に
入
り
、
実
際
に
能
登
半
島
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
高
校
生
の
生
の
声
を
お
届

け
し
ま
す
。

　

今
年
の
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
。
私
は
正
月
を
祖
父
母
宅
で

過
ご
し
て
お
り
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
被
災
規
模
が
と
て
も
大
き
い
こ
と
を

知
り
、
い
て
も
た
っ
て
も
い
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
面
で
き
る
活
動
と
し

て
、
街
頭
で
行
わ
れ
て
い
る
救
援
募
金

に
協
力
し
、
そ
の
後
は
報
道
で
の
救
援

と
復
興
の
行
方
に
関
心
を
持
ち
続
け
て

い
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し

た
い
と
思
っ

て
お
り
、
部

活
を
卒
部
し

た
こ
の
夏
に
参
加
す
る
機
会
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
２
日
間
、
被
災
地

と
金
沢
市
の
中
間
に
位
置
す
る
羽
咋
市

の
「
能
登
半
島
地
震
被
災
者
共
同
支
援

セ
ン
タ
ー
」
で
父
や
友

人
な
ど
と
一
緒
に
活
動

し
て
き
ま
し
た
。
活
動

内
容
は
、
仮
設
住
宅
に

支
援
物
資
を
届
け
、
被

災
時
の
状
況
や
行
政
へ

の
要
望
な
ど
の
聞
き
取

り
で
し
た
。

　

被
災
地
に
入
り
目
に

飛
び
込
ん
で
き
た
光
景

は
、
１
階
が
押
し
つ
ぶ

さ
れ
倒
壊
し
た
家
屋
、

瓦
礫
の
山
と
な
っ
た
住

宅
街
、
陥
没
し
た
ま
ま

の
道
路
、
小
学
校
の
運

動
場
に
隙
間
な
く
建
て

ら
れ
た
仮
設
住
宅
な
ど

で
し
た
。
８
か
月
経
っ

た
今
で
も
エ
ア
コ
ン
が

な
い
体
育
館
で
避
難
生

活
を
送
る
人
た
ち
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
現
状
に

は
、
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
。
仮
設
住
宅
で
は

「
６
人
家
族
で
４
畳
半

一
間
で
暮
ら
し
て
お

り
、
ス
ト
レ
ス
が
限

界
」「
天
井
と
壁
が
薄
く
、
夏
は
灼

熱
、
冬
は
極
寒
、
何
と
か
し
て
ほ
し

い
」「
い
ろ
ん
な
地
域
か
ら
入
居
し
て

い
る
の
で
、
知
り
合
い
が
一
人
も
お
ら

ず
バ
ラ
バ
ラ
」
等
の
実
態
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。
中
に
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
女
性
が
「
エ
ア
コ
ン
の
リ
モ
コ
ン
ス

イ
ッ
チ
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
が
、

周
り
の
人
に
聞
け
な
い
」
と
話
さ
れ
る

の
で
、
そ
の
場
で
ス
イ
ッ
チ
の
操
作
を

教
え
て
あ
げ
る
と
涙
を
流
し
て
感
謝
さ

れ
る
一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
実

態
を
、
私
は
も
っ
と
多
く
の
人
々
に
知

ら
せ
た
い
と
思
い
、
帰
っ
て
き
て
か

ら
、
地
元
で
報
告
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
ま
だ
ま
だ
復
興
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う

た
め
の
人
と
お
金
も
圧
倒
的
に
不
足
し

て
い
ま
す
。
私
は
、
涙
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
一
生
懸
命
話
し
て
下
さ
っ
た
被
災

者
の
み
な
さ
ん
の
思
い
を
受
け
と
め
、

今
後
も
引
き
続
き
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

（
夕
陽
ケ
丘
支
部　

宮
本　

空
）

能登半島地震被災者支援能登半島地震被災者支援
ボランティアに参加してボランティアに参加して

２防災・救援対策を学ぶ防災・救援対策を学ぶシリーズ仮
設
住
宅
で
被
災
者
か
ら
お
話
を
う
か
が
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
（
右
手
前
が
筆
者
）

▲火災のあった輪島市の朝市

▼死の灰をあびた第五福竜丸

（写真は「東京都立第五福竜丸展示館ホームページ」より）

▲�ブラボー
爆発時の
きのこ雲

▼�陥没したままの
能登里山海道

あやめ池あやめ池

第
五
福
竜
丸
展
示
館

第
五
福
竜
丸
展
示
館

を
訪
問
し
て

を
訪
問
し
て
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75　えん罪の根絶をめざして

ご
相
談
下
さ
い
！

お
気
軽
に

奈良合同法律事務所奈良合同法律事務所
☎0742－26－2457☎0742－26－2457

法 律 相 談
身 近 な

弁護士　佐藤 真理

No.217 2024年11月１日

季節ごとの違いを味わう
　長芋は年間を通してスーパーなどで購入できますが、旬は11～12月、
３～４月なのです。秋堀り長芋は完熟したてのみずみずしさがあり、春堀
り長芋は甘さが際立ち熟成されたおいしさを味わうことができます。そん
な長芋!!　実は健康や美容にも良いと言われています。長芋には食物繊維
・カリウム・ビタミンB１が多く含まれ、便秘予防・塩分が原因でおこる
むくみ改善・疲労回復などが期待できます。ではいざスーパーへ!!
〈おいしい長芋の見分け方〉
　①程よい太さでずっしり重みのあるもの
　②皮の色がきれいでひげ根がなるべく少ないもの。
　購入される際はぜひ参考にしてみて下さい。
� （栄養科　管理栄養士　土田　円）

長芋 �  300ｇ（皮むき後）
だしの素 �  小さじ１
麺つゆ（２倍濃縮）
　�  大さじ２
サラダ油 �  適量
マヨネーズ �  適量
刻みのり �  １g
刻みねぎ �  適量
卵黄 �  １個

①�長芋は洗い皮をむいてすりおろ
し、分量の麺つゆ・だしの素を加
えてよく混ぜ合わせる。
②�フライパンに油をひいてなじま
せ、①を流し入れ弱火～中火で火
が通るまで焼く（約７～10分）。
時々お箸でかき混ぜるのがポイン
ト！
　※�火が強すぎると焦げてしまうの

で注意。
③�中までしっかり火が通ったら火を
止める。マヨネーズ・刻みのり・
刻みねぎをトッピングして、最後
に真中に卵黄をのせて完成。
　※�形が崩れやすいので鍋のまま食

卓へ!!

長芋のふんわり焼き

《１人分　261Kcal　塩分 1.9g》

今月の

一品料理

130

作り方材料（２人分）

　袴田巌さんの再審無罪判決が10

月８日に確定し、58年の闘いがよ

うやく終結しました。袴田さんは

死刑囚としての長期間拘束で、精

神のバランスを失した状態で、よ

うやく10年前に釈放されて、姉秀

子さん（91歳）の保護のもとで暮

らしてきました。1980年代に死刑

再審４事件が話題になりました

が、1985年２月に松山事件の元被

告斉藤幸夫さん、母親のヒデさん

を迎えての県民集会が開かれたの

が39年前。

　日本は「人権後進国」と言われ

て久しいのですが、死刑再審無罪

は今回が５件目です。えん罪によ

って、死刑が執行される寸前で救

済されたのです。

　「百人の犯罪者を逃すとも、一

人の無辜（むこ）を罰せず。」「疑

わしきは被告人に有利に」との法

原則が蔑ろにされ、自白偏重の人

質司法がまかり通っているのが現

状です。えん罪事件は、国家がひ

とりの人生やいのち、人間の尊厳

をも奪うものです。警察が証拠を

でっち上げ、検察が無実を示す証

拠を隠し、裁判所が科学的証拠よ

りも自白を重視して判断するた

め、無実の人に間違った有罪判決

が出されるという誤判・えん罪が

後を断たないのです。

　三重県名張市菅生地区公民館で

の多数の死者を出した「名張毒ぶ

どう酒事件」では奥西勝死刑囚が

獄死し、山添村居住の妹さんを後

継人とする第11次再審が準備中で

す。えん罪の犠牲者を救うために

は再審法の改正が必要です。捜査

機関の所持する証拠を全面開示す

ること、再審開始決定に対する検

察官による不服申立を禁止するこ

と、公正な再審手続きを整備する

こと、この３点の再審法改正が焦

眉の課題です。

第�

回

私
の
ふ
る
さ
と

�

栃
木
県
茂
木
町
、山
と
川
の
生
活

41

　

国
鉄
時
代
の
経
路
で
い
え
ば
、
上

野
か
ら
東
北
本
線
（
小
山
で
乗
り
換

え
）、
水
戸
線
、
真も

う
か岡

線
と
乗
り
継

ぎ
、
そ
の
終
着
駅
が
茂も

て

木ぎ

に
な
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
バ
ス
で
約
15

分
ほ
ど
、
東
京
か
ら
お
よ
そ
１
０
０

㎞
の
地
点
に
私
の
ふ
る
さ
と
（
大
字

後
郷
）
が
あ
り
ま
す
。  

　

焼
物
の
益
子
町
（
茨
城
県
笠
間
市

か
ら
伝
播
）
は
西
に
あ
り
、
東
は
茨

城
県
と
な
り
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
地

質
で
米
麦
以
外
で
は
か
ん
ぴ
ょ
う
、

た
ば
こ
、
そ
ば
な
ど
が
よ
く
と
れ
ま

す
。
夏
に
や
に
（
脂
）
を
吹
き
出
し

な
が
ら
成
長
す
る
だ
る
ま
葉
（
葉
が

大
）
の
た
ば
こ
、
秋
に
か
け
て
畑
一

面
を
真
っ
白
に
す
る
そ
ば
の
花
は
な

つ
か
し
い
光
景
の
ひ
と
つ
で
す
（
そ

の
後
、
た
ば
こ
は
専
売
公
社
が
な
く

な
り
、
そ
ば
畑
に
は
建
物
が
建
ち
、

今
で
は
目
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
）。 

　

山
あ
い
の
村
で
、
食
糧
難
の
時

代
、
春
に
は
、
わ
ら
び
は
も
と
よ

り
、
の
び
る
、
た
ん
ぽ
ぽ
な
ど
を
お

ひ
た
し
に
し
て
よ
く
食
べ
ま
し
た
。

山
の
つ
つ
じ
も
食
べ
ら
れ
る
の
を
ご

存
じ
で
す
か
？　

夏
近
く
、
つ
つ
じ

の
花
弁
だ
け
を
塩
で
も
ん
で
食
べ
る

の
で
す
。
冬
は
篠
切
り
。
で
き
る
だ

け
長
い
篠
を
鎌
で
切
り
、
先
を
カ
ッ

ト
し
て
２
尺
ま
る
き（
約
60
㎝
）に
し

た
１
把ぱ

が
50
～
90
円
の
相
場
。
村
の

知
人
に
相
場
師
が
い
ま
し
た
。
10
把

で
約
６
０
０
円
、
当
時
の
小
中
学
生

に
す
れ
ば
い
い
ア
ル
バ
イ
ト
で
し
た
。

　

山
を
越
え
た
村
の
東
側
を
那
珂
川

が
流
れ
て
い
ま
す
。
県
の
最
北
に
発

し
、
茨
城
県
の
大
洗
海
岸
に
注
ぐ
一

級
河
川
、
か
な
り
の
大
河
で
す
。
夏

に
な
る
と
村
の
友
人
３
～
４
人
と
一

山
越
え
て
泳
ぎ
に
行
く
の
が
日
課
。

川
幅
は
１
０
０
ｍ
近
く
あ
り
、
こ
れ

を
向
こ
う
岸
ま
で
横
切
る
の
が
死
に

物
狂
い
の
目
標
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
パ
ン
ツ
１
つ
で
出
か
け
、
川
に

入
り
、
帰
り
に
は
乾
い
て
い
る
、
と

い
う
体
験
も
。
こ
の
川
で
は
、
当

時
、
鮎
や
鮭
が
よ
く
取
れ
ま
し
た
。

秋
に
な
る
と
、
小
中
学
校
に
通
う
途

中
の
魚
屋
に
は
、
や
す
で
突
い
た
鮭

や
裸
の
い
く
ら
が
店
頭
を
飾
っ
て
い

ま
し
た
。

　

田
ん
ぼ
も
川
の
流
れ
る
山
あ
い
に

あ
っ
て
、
ふ
る
さ
と
は
山
と
川
の
生

活
で
し
た
。

�

（
な
ら
や
ま
支
部　

東
郷　

久
）
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前
回
の
旬
の
果
物
の
話
に
引
き
続
き
、
今

回
は
寒
く
な
っ
て
く
る
こ
の
時
期
に
美
味
し

く
、
食
べ
た
く
な
っ
て
く
る
ミ
カ
ン
の
話
で

す
。
ミ
カ
ン
に
も
い
ろ
ん
な
栄
養
素
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
カ
ン
の
果
肉
（
さ
じ
ょ
う
）
に
は
、
ビ

タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
は
白
血
球
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

風
邪
の
予
防
や

免
疫
力
ア
ッ
プ

な
ど
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
他
に
も
抗
酸
化
作
用
や
疲
労
軽

減
作
用
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生

成
に
も
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。
コ

ラ
ー
ゲ
ン
は
肌
の

ハ
リ
と
弾
力
を
保

つ
た
め
に
重
要
な

栄
養
素
で
す
。

　

果
肉
の
袋
で
あ
る
薄
皮
（
じ
ょ
う
の
う
）

に
は
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
食
物
繊
維
は
腸
内
で
水
分
を
吸
収
す
る

こ
と
で
便
の
硬
さ
を
調
節
し
、
便
通
を
改
善

す
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
薄
皮
に
付
い
て
い

る
「
白
い
ス
ジ
」
は
食
べ
な
い
方
も
い
ま
す

が
、
白
い
ス
ジ
に
は
ヘ
ス
ペ
リ
ジ
ン
と
い
う

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
の
一
種
が
含

ま
れ
て
お
り
、

高
血
圧
や
動
脈

硬
化
の
予
防
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
で
ミ
カ
ン
の
食
べ
過
ぎ
で
血
糖
値
が

上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
か
ら

糖
尿
病
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
方
は
、
医
師
の

指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。
季
節
の
変
わ
り
目

で
体
調
が
崩
れ
や
す
い
こ
の
時
期
、
ミ
カ
ン

を
食
べ
て
寒
い
冬
に
負
け
な
い
体
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

クロスワードパズル

答　

え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ F G H

I J K Ｌ Ｍ Ｎ

カギを解き、アルファベッ
ト順に並べて出来る言葉を
答えましょう

タテのカギ

①薩摩藩と長州藩
②大地震で家屋が○○
③漉し○○と粒○○
④神戸市民の花
⑤月光○○、○○舞踏会
⑥○○量を示すカロリー
⑧英語でカープ
⑪○○自演
⑬上昇の対
⑭俳諧を職業とする人
⑮友人の死に○○を受け
⑯直接会う。○○謝絶
⑰�言語表現の意味や使い方

を知るためのもの
⑱亀の○○より年の○○
⑲○○の上にも三年
⑳終点まで○○ストップ

ヨコのカギ

①�いくら見栄を張ってもお
○○が知れる

③赤とんぼはこれの俗称
⑦ひどく残念がること
⑨墓穴を掘ること
⑩床面が地面より下の階
⑪自画○○
⑫ほろ○○気分になる
⑬家庭裁判所の略
⑮日本の主要４島で最小
⑯優れている。○○監督
⑰心。○○に流されるな
⑱今年の夏
⑲性質が他と違う
⑳年や年度の終わりの会
㉑食後の対
㉒医者。○○免許

※友の会財政は皆さまの年会費で支えられています。当選
は年会費納入済みの方に限らせていただいております。

　はがきに、①答え②氏名③年
齢④郵便番号⑤住所⑥電話番号

⑦紙面への感想などを書いて、《〒631－0818　
奈良市西大寺赤田町１の７の１　𠮷田病院内
「平和会健康友の会クイズ係」》へお送りくだ
さい。締め切りは12月10日必着。正解者抽選の
うえ、当選者10名の方に図書カード（500円）
を贈ります。216号の答えは「バンパクカジノ
ヤメヨウ」でした。解答は52通、正解は51通で
した。抽選の結果、当選者は次の方々です。�
（敬称略）
　◎奈良市中登美ケ丘� 北澤　律子　
　◎三郷町勢野北� 松井　英二　
　◎斑鳩町龍田西� 池上　稲穂　
　◎奈良市鳥見町� 桂　　ゆき　
　◎奈良市山陵町� 矢田　裕子　
　◎奈良市敷島町� 大沼　愛莉　
　◎三郷町東信貴ヶ丘� 松井　義勇　
　◎奈良市あやめ池南� 渡場　恵子　
　◎奈良市敷島町� 赤埴　雅彦　
　◎奈良市菅原東� 畠山　和代　

《応募方法》

　
奈
良
市
西
大
寺
本
町

�
越
智
　
敏
恵

　

夏
の
果
物
か
ら
だ
ん
だ
ん
と

秋
の
果
物
に
変
わ
っ
て
い
く
の

が
楽
し
み
で
す
。
梨
も
み
ず
み

ず
し
く
て
い
い
で
す
ね
。

　
奈
良
市
西
大
寺
芝
町

�

姫
野
　
和
子

　

気
軽
に
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

企
画
毎
年
あ
り
が
た
く
思
っ
て

い
ま
す
。
他
の
皆
様
も
何
か
し

ら
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
う

と
、
自
分
も
頑
張
れ
る
気
が
す

る
か
ら
で
す
。
今
ま
で
は
い
き

い
き
元
気
体
操
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
ま
し
た
が
、
80
歳
を
機

に
自
由
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
し
ま
し

た
。
や
は
り
体
力
に
自
信
が
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
脳
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
頑
張
り
ま
す
。

　
奈
良
市
あ
や
め
池
南

�

中
谷
　
由
紀

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答

え
で
少
し
考
え
た
の
で
す
が
、

今
は
民
間
で
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
な
ど
、
国
際
交
流
が
行

わ
れ
て
い
る
の
で
万
博
の
よ
う

な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
も
の

は
、
チ
ケ
ッ
ト
を
と
る
の
も
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ジ
ノ
は
儲
か
る
な
ら
と
っ

く
に
宝
く
じ
が
当
た
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
奈
良
市
佐
保
台

�

窪
田
　
篤
子
　

　

現
在
の
保
険
証
を
残
し
て
く

だ
さ
い
。
有
効
期
限
の
前
に
何

も
せ
ず
に
送
っ
て
き
て
く
だ
さ

る
し
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
方
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
。
保
険
料
も

納
め
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
任

意
と
い
っ
て
始
め
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
現
行
の
保
険
証

を
廃
止
な
ど
勝
手
な
こ
と
を
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
生
駒
郡
斑
鳩
町

�

伊
藤
　
幸
子

　

大
阪
万
博
の
予
算
が
ま
た
ま

た
90
億
円
も
増
え
る
と
か
！
こ

の
ク
イ
ズ
を
解
い
た
頃
の
新
聞

の
記
事
、
も
う
い
い
加
減
に
し

て
ほ
し
い
で
す
。
危
険
な
土
地

で
無
理
し
て
し
な
く
て
い
い
で

す
。
チ
ケ
ッ
ト
も
結
局
ア
ナ
ロ

グ
の
紙
の
い
つ
で
も
利
用
で
き

る
分
を
売
り
出
す
よ
う
に
な
っ

た
。
も
う
や
め
ま
し
ょ
！
今
さ

ら
万
博
な
ん
て
ネ
。

　
生
駒
郡
三
郷
町

�

中
村
　
和
加
子

　

健
康
保
険
証
の
存
続
の
た
め

に
私
た
ち
は
何
を
す
れ
ば
い
い

の
か
、
行
動
を
起
こ
す
と
し
た

あしび
薬局
157

お
い
し
い
ミ
カ
ン
を

食
べ
よ
う
　
　
　
　

　囲碁を知ったのは会社勤めの宿
直だった。先輩たちの対局を岡目
八目で眺めていた。労働組合の活
動で仲間の職場占拠争議に参加。
ここで泊まり込みもあり「へぼ
碁」の碁敵と夜を明かした独身時
代。結婚したのは４人姉妹の次
女。姉妹それぞれの連れ合いが碁
敵の妻の実家が対局場だった。正
目（せいもく・九子置く）か一目
置くか、定石を知っているか、布
石の妙、捨て石の効用、「駄目」
を詰めて終局後の敗北の悲憤か、
または密かな勝利感をかみしめる
か。

　囲碁にはたく
さんの格言があ
る。「敵の急所
は味方の急所」
「取ろう取ろう
は取られの元」「わからない時は
手を抜け」など、社会生活にも通
用する人生訓である。対局中の囲
碁に見とれて杖が根付いてしまっ
たという中国のことわざもある。
　プロの囲碁界では中国・韓国に
握られていた覇権を今年10数年ぶ
りに取り返した。女姓も対等でタ
イトル戦に登場している。しか
し、わが身は実戦を離れて久し
い。テレビ観戦だけが楽しみ。
「ボケ防止には石を握るのがい
い」という。平和会のいくつかの
支部で楽しんでいる囲碁を支部対
抗に広げてもらうと嬉しいが…。
� （野尻幸男）

かるちゃーかるちゃー
Navi ＜36＞

囲碁の誘惑

あ
や
め
池
支
部
短
歌

あ
や
め
池
支
部
短
歌

��

す
み
れ
短
歌
会

す
み
れ
短
歌
会

ミ
ス
テ
リ
ー
旅
ト
ン
ネ
ル
抜
け
る
と
時
雨
お
り

　
　
紅
葉
外
れ
雪
景
色
な
り

�

石
榑
和
子

暑
い
夏
除
草
の
が
れ
し
秋
桜
の

　
　
可
憐
な
花
を
揺
ら
す
秋
風

�

斎
藤
牧
江

わ
が
庭
の
紅
葉
色
づ
き
秋
近
し

　
　
葉
擦
れ
の
音
が
か
す
か
に
聞
こ
ゆ

�

甲
斐
多
恵
子

殊
の
外
酷
暑
の
今
年
き
び
し
さ
に

　
　
老
い
の
動
き
の
に
ぶ
り
ゆ
く
日
々

�

八
木
孝
子

ら
…
何
で
も
や
り
ま
す
。
頑
張

り
ま
す
よ
～
。

　
生
駒
郡
三
郷
町

�

松
井
　
義
勇

　

か
る
ち
ゃ
ー
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
。
本

当
に
そ
う
で
す
ね
。
若
い
こ
ろ

に
読
ん
だ
時
と
今
で
は
完
成
の

違
い
か
別
の
作
品
の
よ
う
に
思

っ
た
り
し
ま
す
。
私
も
整
理
し

な
が
ら
読
み
返
し
た
り
新
し
い

も
の
を
読
む
た
め
と
思
っ
て
処

分
し
た
り
で
す
。

　
奈
良
市
秋
篠
町

�

安
田
　
修
平

　

友
の
会
だ
よ
り
の
記
事
を
通

し
て
、
何
時
も
健
康
維
持
を
学

ん
で
い
ま
す
。
平
城
、
押
熊
か

ら
赤
田
町
ま
で
大
和
中
央
道
が

開
通
し
吉
田
病
院
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
便
利
に
な
り
ま
し
た
と
の

情
報
に
、
通
院
す
る
者
と
し
て

喜
ん
で
お
り
ま
す
。


